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D10号土坑出土鉄瓶

鉄瓶は井戸枠内検出面下50cmか ら出土した。脚～蓋の器高

19.5cm釜 の肩幅18.4cmを測る。共伴遺物には、中世の珠洲の甕、

須恵質鉢、土師質の茶釜がある。 (森泉)【注目があり、肩の

上に張録付が付けられ、底に二つ足がみられる。蓋の部分には

鎖状のものがみられる。茶の湯の中では、三足手取釜といわれ

るものに相当する。

底裏には、中世に栃木県佐野市で作られた天明釜によくみら

れる一文字湯日の形状が見て取れ、天明釜やその系譜を引く工

人によって作 られたと考えられる。茶会記録である『天王寺屋

会記』天文 18年 (1549)の記録には 「てとり」との記載がみら

れることなどから、16世紀中頃にはこの形状のものが茶の湯の

釜として認識されていたことがわかる。】

(裏千家 (財)今 日庵茶道資料館)降矢 哲男
D10号土坑

D10号土坑鉄瓶出土状態 D10号土坑鉄瓶実測図



例  言
1.本書は、佐久市が行う道路工事 (ま ちづくり交付金事業 S2-277号 線)に伴う岩村田遺跡群

西一本柳遺跡XⅧの発掘調査報告書である。

2,調査原因者 佐久市都市計画課

3.調査主体者 佐久市教育委員会

4.遺跡名及び所在地 西一本柳遺跡XⅧ (INPXⅧ) 佐久市岩村田23384外

5.調査期間及び面積 発掘調査 平成21年 12月 22日 ～平成22年 3月 26日

整理調査 平成22年 4月 16日 ～平成23年 3月 25日

開発面積 1,500∬ 調査面積 1,017笛
6.本遺跡の調査は林・小林 。冨沢・佐々木、報告書作成は林・佐々木、石材鑑定は羽毛田が行った。

陶磁器類は(財)長野県埋蔵文化財センター 市川隆之氏にご教授いただいた。また、鉄瓶は、(財 )

裏千家今 日庵 茶道資料館 降矢哲男氏にご教授いただいた。

7.本書及び関係資料等は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡  例
1,遺構の略記号は、竪穴住居址 (H)。 堅穴状遺構 (Ta)。 掘立柱建物址 (F)。 土坑 (D)。

溝状遺構 (M)。 単独ピット (P)である。

2.挿図の縮尺は、遺構 1/80。 遺物 1/4で ある。挿図中にスケールを示した。

3.遺構の海抜標高は各遺構毎に統一し、水糸標高を標高として記した。

4.土層の色調は1988年版 「新版 標準土色帖」に基づいた。

5。 遺物挿図番号と遺物写真番号及び遺物観察表番号は一致する。

6。 調査区は公共座標の区割りにしたがい、間隔は4m× 4mに設定した。

7.遺構名は変更等により欠番が生じている。

8.挿図中のスクリントーンは、以下のことを示す。
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赤色塗彩
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黒色処理 (土器 ) 磨面 (石器 )

灰和 陶器
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第 I章 発 掘調 査 の経緯

1.経 過 と周辺遺 跡
岩村田遺跡群は、佐久市岩村田湯川右岸台地上に有る。西一本柳遺跡は遺跡群の南西端に位置し、

数々の公共事業や民間開発が続き本調査は18回 目を数える。今回、佐久市が道路工事 (ま ちづくり交

付金事業S2-227号線)を計画した。佐久市都市計画課と当教育委員会の保護協議の結果、記録保

存目的の発掘調査を行う事となった。

西一本柳遺跡及び周辺遺跡は、弥生時代中期～中世の大複合遺跡である。北西の久保遺跡、五里田

遺跡、西一本柳遺跡 I～ XⅦ、東一本柳遺跡 IoⅡ 、北一本柳 I～ Ⅲ、東大門遺跡、東大門先遺跡 I

・Ⅱの調査では、弥生時代中期 。後期、古墳時代中期・後期、奈良時代、平安時代 。中世の集落・墓

域が調査されていて、遺構“遺物を述べるには枚挙に違がない。この多くの検出遺構中で弥生時代の

環濠であろうと指摘されている溝状遺構が多数検出され

ている。西一本柳遺跡Ⅲ・ⅣのMl、 西一本柳遺跡Ⅶの

Ml、 西一本柳遺跡ⅥのM2、 西一本柳遺跡XIの Ml、

西一本柳遺跡XⅣのM12で ある。

今回の調査範囲のM2・ M8号溝状遺構がこれらに関

連がありそうである。図上でみると、南北280m東西

200mの楕円形に結ばれそうである。いずれも弥生時代

後期の土器が多量に出土している。岩村田高校第 2グラ

ンドから国道 141号バイパスにかけて展開する総面積 5

万ゴを超える弥生時代後期の環濠集落である。さらに、

市営住宅、旧児童公園、市道 S、 市道にも清が検出され

ていて、東西南北の精円形になりそうである。 (第 2図 ) 第 1図  西一本柳遺跡XⅧ位置図 (1:50,000)

_lel i砂 田二
TI          ;

「  |ヽ ! ―|「 : |

― |―

|「 ■ 1・ ″Ч田

― !iriむ熟i llれI

レ

・一一

Ｖ
，
Ｉ

Ｉ

一
‐　
一
一　
一
に
一
　
一
一

一一一一イア一一一汗一

/ ・＼
“

一ィ　　・弾

与オγ
ィ '́‐ ■■ イ

/

(1:10,000)第 2図

-1-



2.調 査体制
調査主体者 佐久市教育委員会 教育長 木内  清 (平成21年 6月 退任)

土屋 盛夫 (平成21年 7月 就任)

事 務 局 社会教育部長

文 化 財 課 長

文 化 財 係 長

文化財調査係

内藤 孝徳 (～平成21年 6月 )工藤 秀康 (平成21年 7月 ～)

並木 節子  須藤 隆司  小林 員寿

冨沢 ―明  神津  格 (～平成21年 10月 )

井出 泰章 (平成21年 10月 ～)出澤  力

調 査 体 制

調査担当者 林 幸彦

調 査 員 赤羽根充江

市川光吉

柏木義雄

神津千春

清水律子

副島充子

羽毛田利明

横尾敏雄

3.調 査 日誌
平成21年 12月 22日 器材搬入、重機による表土除去。遺構確認。

平成22年 1月 4日 遺構確認・掘り下げ・記録。

3月 24日 埋め戻し終了。

3月 26日 器材撤収。

平成22年 4月 16日  室内整理調査開始。

図面 。写真等記録の整理及び修正。

遺物洗浄・注記・接合・復元・実測・写真撮影。

原稿の執筆、報告書の作成。

平成23年 3月 25日 報告書刊行をもって調査終了。

4.基 本層 序
遺構は地表下30～ 50cmの第Ⅲ層暗褐色土の上面で確認

された。第Ⅱ層が覆± 1層 に見られる遺構もあった。各

遺構の壁下部や底面は、砂層となり脆く崩れやすかった。

第 3図

森角 吉晴

三石 宗一

林  幸彦

羽毛田卓也

上原  学

佐々木宗昭

浅沼勝男  安部和人  飯塚一男  飯森成英

岩崎重子  岩松茂年  臼田絢佳  臼田 猛

加藤ひろ美 狩野小百合 河原田三男 河原田憲子

小井戸厚子 小井戸秀元 小林節子  小林千勝

坂井一夫  堺 益子  佐々木靖夫 里見理生

大工原達江 田中ひさ子 土屋邦子  中澤 登

花里佐恵子 広瀬梨恵子 本田慶二  堀籠保子

依田三男  柳沢孝子  山口ひとみ 渡辺 真

磯貝律子

小沢稔幸

神津和子

清水澄生

澤井知春

中山清美

宮川真紀子

I層 暗褐色土 (10YR3/4)

耕作上、粘性弱い。

Ⅱ層 黒褐色土 (10YR2/3)

小礫少量、粘性ややあり。

Ⅲ層 暗褐色土 (10YR3/3)

しまり弱く、やや粘性あり。

Ⅳ層 褐色土 (10VR4/6)

しまり、粘性弱い。

小礫 。黄色砂。

V層  にぶい黄橙色土 (10YR6/3)

雅性弱い。砂層

西一本柳遺跡XⅧ基本土層模式図

5.検出遺構・遺物の概要
遺構 竪穴住居址50軒 (弥生時代中期 10軒、弥生時代後期 2軒、古墳時代中期 5軒、古墳時代後

期16軒、奈良 。平安時代13軒、不明 4軒 )

掘立柱建物址 2棟、竪穴状遺構14基 (中世)、 土坑43基、溝状遺構 7本、ピット235基

遺物 弥生中期・後期土器、土師器、須恵器、埴輪、灰釉、陶磁器類、鉄製品 (鉄鏃 。刀子・鎌・

隧鉄・鉄瓶 。鉄釘)、 石製品 (磨製石斧・打製石斧・打製石鏃・磨製石鏃・紡錘車・砥石・

台石・敲石・磨石・凹石・石自)、 石製模造品、玉類、古銭。

-2-
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第Ⅱ章 遺構と遺物
1.堅穴住居址

Hl号住居址
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ｂ‐、
Hl
l層 黒褐色土 (10YR2/2)

黄褐色土ブロック少量含む。
褐色土を斑状に含む。

2層 黒褐色土 (10YR2/3)柱 痕。
3層 暗褐色土 (10YR3/3)

砂主体。黒褐色上の小ブロック含む。
4層 黒褐色土 (10YR2/2)

焼土の小ブロック少量。
5層 暗褐色土 (10YR3/4)

砂が主。
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H3号住居址 (3)

H4
1層 黒褐色土 (10YR3/2)

秒質土。
2層 暗褐色土 (10VR3/3)

秒質土。
3層 黒褐色土 (10YR2/2)
4層 黒褐色上 (10YR2/3)
5層 暗褐色土 (10YR3/3)
6層 黒褐色土 (10YR2/3)
7層 暗褐色土 (10YR3/3)

床。砂のプロック
含み、堅 く締る。

8層 暗褐色土 (10YR3/4)

砂のブロック含み
堅い。床下埋土。

9層 暗褐色土 (10YR3/3)

砂・褐色土の小
ブロック含む。
床下埋土。

10層 黒褐色上 (10VR2/2)

粘質土。床下埋土。
11層 褐色土 (10YR4/6)

秒・黒褐色上の小
ブロック含む。
床下埋土。
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1層
2層
3層

4層
5層
6層

7層
8層
9層
Ю層

H層

12層

13層

1的

黒褐色土 (10YR2/3)イ 礫ヽ少量。
黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (5YR2/2)炭少量、焼土小プロック少量

粘土・焼土粒子多量
Π音褐色土 (10YR3/3)砂・褐色上の小ブロック少量。
黒褐色土 (10YR2/2)褐色土ブロック少艶
黒褐色土 (5YR2/2)粘質土、炭少量・焼土小ブロック少量

粘土・焼土粒子多量。
黒褐色土 (7 5YR3/2)粘 質土 (カ マ ド構築土)。

暗赤褐色土 (5YR3/2)焼土焼けこみ。
暗褐色土 (7 5YR3/3)カ マ ド構築土、粘質土。
暗褐色土 (10YR3/3)床、堅く締る。秒の小プロック

含む。
暗褐色土 (10YR3/3)締 る。砂・黒褐色土・褐色上の

小ブロック含む。
黒褐色土 (10YR2/3)砂 含む。
黒褐色土 (10YR2/3)堅 く締る、砂含む。

第11図 H5号 住居址 (2)
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1層 黒褐色土 (10YR3/2)
2層 黒褐色土 (10YR3/2)

黄褐色上の小ブロック

多量、炭少量。
3層 黒褐色土 (10YR2/3)

床。
4層 暗褐色土 (10YR3/4)

黄褐色上のプロック
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黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR3/2)小 礫少量含む。
暗褐色土 (10YR3/3)炭 少量含む。
褐色土  (10YR4/4)黄 褐色土・黒褐色上の小ブロック

含む。床。
黒褐色土 (10YR2/3)
暗褐色土 (10YR3/4)黄 褐色土多量。柱痕。
褐色土  (10YR4/6)黄 褐色上が主。黒褐色上の

ブロック含む。床下埋土。
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黒褐色土 (10YR2/2)

暗褐色土 (10YR3/3)砂 多量。
黒褐色土 (10YR2/2)

暗褐色土 (10YR3/4)砂 多量。
黒褐色土 (10YR2/3)堅 く締る。砂含む。床。
暗褐色土 (10YR3/4)砂 多量。床下埋土。
黒褐色土 (10YR3/2)
暗褐色土 (10YR3/4)砂 多量。
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1層 黒褐色土 (10YR2/2)
2層 暗褐色土 (10YR3/3)

黄褐色上の小プロック多量。
下層部 (2層 )に黒褐色土を帯状に含む。

3層 暗褐色土 (10YR3/3)
4層 黒褐色土 (10YR2/3)
5層 暗褐色土 (10YR3/3)
6層 暗褐色土 (10YR3/4)
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10層 暗褐色土 (107R3/4)
褐色土の砂・黒褐色土のブロック

多量。床下埋土。
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m層 暗褐色土 (10YR3/4)床 。
12層 黒褐色土 (10YR2/3)砂 多畳。床下埋土。   H12号 住居址 (1)
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H13
1層 黒褐色土 (10YR2/3)

小探微量。
2層 黒褐色土 (10YR3/2)

大礫多量。人為的堆積。
3層 暗褐色土 (10YR3/3)

炭化材・炭小片・炭粉を
多量、焼土ブロック
を含む。

4層 黒褐色土 (5m2/2)
粘土・灰・焼土粒子含む。

5層 暗褐色土 (loYR3/4)
褐色の秒多量。

6層 赤褐色土 (5YR4/8)
焼け込。

7層 暗赤褐色土 (5YR3/2)
カマ ド構築土。粘上が
主で砂少量含む。

8層 褐色土 (10YR4/4)
砂多畳。床下埋土。
上面が薄 く堅い (床面)。

H13号住居址 (1)

(3)。 H13号住居址 (1)
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H14号住居址

標高69110m
(1:80)

第20図 H13号住居址 (3)・ H14号住居址 (1)

黒褐色土 (10YR2/3)

暗褐色土 (10YR3/3)砂 多量。
黒4FJ色土 (10YR2/2)堅 く締る。砂・炭少量。
黒褐色土 (10VR2/3)
黒褐色土 (10YR2/2)柱 痕。
黒褐色土 (10YR2/3)砂 多量。柱痕。
黒褐色土 (10YR3/2)堅 く締 る。砂含む。床。
暗褐色土 (10YR3/3)砂 多量。
黒褐色土 (10YR2/3)砂 少量。床下埋土。
黒褐色土 (10YR2/2)砂 少量。床下埋土。
黒褐色土 (10YR3/2)砂 多量。床下埋土。
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黒褐色土 (10YR2/2)
黒褐色土 (10YR2/3)角 小礫 (1～ 5cm大)少量。
黒褐色土 (10YR2/3)締 りあり。
黒褐色土 (10YR2/3)床 。堅 く結る。褐色土(10YR4/6)の

小ブロック・炭・砂含む。
黒褐色土 (5YR2/2)据 方。粘土・焼土ブロック多亀

(H16の カマ ドを壊 している)床下埋土。
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H16号住居址
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1層  黒褐色土 (10YR2/3)
2層  黒褐色土 (10YR2/2)角 小礫 (1～ 5cm大 )少量。
3層  黒色土  (10YR2/1)
4層  黒褐色土 (10YR2/3)
5層  黒褐色土 (10YR2/2)砂 少量。
6層  黒褐色土 (10YR2/3)
7層  にぶい赤褐色土 (5YR4/4)焼 土 (焼け込)上面堅い。
8層  暗赤褐色土 (5YR3/2)焼 土・ 粘土ブロック多島
9層  黒褐色土 (10YR2/3)床 。堅 く締 る。
10層  暗褐色土 (10YR3/3)砂 多畳。床下埋土。
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43-46 1層 暗褐色土 (10YR3/3)黄 褐色上のブロック少量。
2層 暗褐色土 (10YR3/3)砂 のブロック下部に含む。
3層 黒褐色土 (10YR2/3)堅 く結まる。
4層 暗褐色土 (10YR3/4)黄 褐色土の小ブロック多量。
5層 黒褐色土 (10YR2/3)
6層 暗褐色土 (10YR3/3)砂 の小ブロック少量。
7層 暗褐色土 (10YR3/3)砂 のブ ロック少量。
8層 暗褐色土 (10YR3/2)砂 多量。
9層 黒褐色土 (10YR2/3)
10層 赤褐色土 (5YR4/8)焼 土 (焼込み光
H層 暗褐色土 (5YR3/2)カ マ ド構築上。壮上が

主で、焼土ブロック含む。
12層 暗褐色土 (5YR3/2)カ マ ド構築土。粘土が主で、

砂・焼土ブロック含む。
13層 イこぶい黄褐色土 (10YR74)カ マ ド構築土。

粘土。
14層 1音褐色土 (10YR3/4)砂 が主。
15層 黒褐色土 (10YR2/3)床 ・砂少量。
16層 暗褐色土 (10YR3/3)砂 質の黒褐色土ブロック含むで
17層 黒褐色土 (10YR2/3)砂 ・黒褐色土・ H音褐色上の

ブロック含む。床下埋土。
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暗褐色土 (lllYR3/3)秒 多量。
黒褐色土 (10YR2/2)黒 。            0  1～ 3(114) 10Cm
黒褐色土 (10YR2/3)砂 少量
褐色土  (10YR4/4)砂多量。
暗褐色土 (10YR3/3)

黒褐色土 (10YR2/3)黄 褐色土・砂のブロック多量。
上面が薄い床。床下埋土。
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プロック含む。堅 く締る。

黒褐色土 (10VR2/2)
暗褐色土 (10YR3/4)砂 多量。
暗褐色土 (10YR3/3)堅 く締る。床。
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第30図  H22号住居址 (2)

黒褐色土 (10YR2/3)秒 ・褐色土の小ブロック

含む。
黒褐色土 (10YR2/2)炭 多量。砂・褐色上の

ブロック含む。
暗褐色土 (10YR3/3)砂 質上。
黒褐色土 (5YR2/2)炭 ・焼土粒子含む。
黒褐色土 (10YR2/2)炭 多 く含む。
暗褐色土 (10YR3/3)砂 多量。柱痕。
黒褐色土 (10YR2/3)床 。
暗褐色土 (10YR3/4)砂 が主。
暗褐色土 (10YR3/4)褐 色上のブ ロック多亀

床下埋土。
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H22号住居址 (6)

H23号住居址

く !

⑤7

H23
1層 黒褐色土 (10釈2/3)小礫含む。
2層 黒褐色上 (10YR3/2)小 繰・褐色土少量。
3層 黒色土  (10YR2/1)炭・焼土粒子少量。
4層 赤褐色土(2 5YR4/8)焼 土。
5層 にぶい黄褐色上 (10YR4/3)
6層 暗褐色土 (10YR3/3)秒 の小ブロック少量。
7層 暗褐色土 (10YR3/4)褐 色土ブロック・砂を

少量含む。床。

鑓籐よ垂摺骰 1濱盈蒻き
ブ
登箔台

=移

毛eウ。
を多く含む。

｀
tゝt」 =豊ゴ :

2m

H23号住居址 (1)

第34図 H22号住居址 (6)・ H23号住居址
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第35図  H23号住居址 (2)

標高69230n
(1:40)

H24号住居址 (1)

・H24号住居址 (1)

7

誓奪フ
~ r・  イ′

 15

邸や7
16

H24
1層 黒褐色土 (10YR3/2)褐 色土粒子微量。
2層 赤褐色土 (5YR4/8)焼 込み。火床。
3層 黒褐色土 (10YR3/2)褐 色土粒子・

秒少量。
4層 黒褐色土 (10YR3/2)褐 色土ブロック

含む。
5層 暗褐色土 (10YR3/3)黒 褐色土プロック

含む。
6層 1こ ぶい黄橙色土 (10YR7/2)粘 土。
7層 暗褐色土 (10YR3/3)褐 色上の

小プロック含む。

3眉 暑雹皇
土
社I子ミユチ謝猪笹量ぁ小ブロック

多量。床下埋土。

H24号住居址

釣ゆ
祀
④

9D12

.3

(1:4)      10Cal
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H25
1層 黒褐色土 (10YR3/2)に ぶい黄褐色土

ブロックを含む。
2層 1こ ぶい黄褐色土 (10YR4/3)黒 褐色土

ブロック少量。
3層 黒褐色土 (10YR2/2)
4層 黒褐色土 (10YR3/2)に ぶい黄褐色土の

小ブロック少量。
5層 黒褐色土 (10YR2/2)柱 痕。
6層 イこぶい黄褐色土 (10YR5/3)焼 土プロ

ック・炭少量含む。
7層 褐色土 (7 5VR4/4)

粘土  (7 5YR4/1)ブ ロックが主。
焼土粒子微量。

8層 暗褐色土 (7 5YR3/4)
焼土・褐色土 (10YR4/4)微 量。

9層 褐色土 (10YR4/4)
黄褐色ローム粒子含む。

ti―

klこと.ゴ
■

H24号住居址 (2)

子

10層 黒褐色土 (10YR3/2)
H層 褐灰色土 (10YR4/1)

粘土ブロック多量。
12層 黒褐色土 (10YR2/3)

黒褐色土 (10YR2/2)砂 少量。
堅 く締まる床面。

13層 黒褐色土 (10YR3/2)

砂を含む。

2

H25号住居址 (1)

第36図 H24号住居址 (2)・ H25号住居址 (1)
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H26
1層 黒褐色土 (10YR2/3)1こ ぶい黄褐色土少量。
2層 F音褐色土 (10YR3/3)焼 土ブロック少量。

5～ 60cm大 の礫多量。一部床を破壊。
人為的堆積。

3層 黒褐色土 (10YR3/1) 黒色土 (10YR2/1)の
ブロック含む。

4層 黒褐色土 (5YR3/1)焼 土微量。
5層 にぶい赤褐色土 (5YR5/4)焼 土ブロック・

焼土多量。炭化物少量。
6層 暗赤褐色土 (3/2)
7層 黒褐色土 (10YR2/3)焼土微量。
8層 イこぶい赤褐色 (5YR5/3)の 粘土が主。
9層 1こ ぶい赤褐色土 (5YR5/3)粘土ブロック

多量、焼土微量。
10層 灰褐色土 (5YR4/2)
H層 1こ ぶい黄褐色圭 (10YR4/3)焼 土粒子微量。
12層 黒褐色土 (10YR2/2)柱痕。
13層 黒褐色土 (10YR3/2)褐色土 (10YR4/6)

砂のブロック多量。床。
14層 黒褐色土 (10YR2/3)砂 のブロック多量。
15層 イこぶい黄褐色土 (10YR5/4)明 黄褐色土

(10YR6/6)・ 黒褐色土 (10YR2/3)・
砂のブロック含む。床下埋土。

16層 褐色土 (10YR4/4)黒 褐色土 (10YR2/3)・
にぶい黄褐色土 (10YR5/4)を 含む。
床下埋土。標高69320m

9    (l i80)  21m 9  
標腎粋そ甲  1lm
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第38図  H26号住居址 (2)

畔
却

＼＼
ヘ

＼

-38-

10cm



作
ヽ
丸
凋悧
∪
凸

声

一
ハ
側
湘
ｄ

絨
鯉

銀

ヽ

‐
，

⑨

∩
∪
一ロ

∩
凹
ａ

H26号住居址 (3)

綾
―
鯵

→           30

20～29 (1:4)  locn
o 30 (112) 5clll

H27号住居址
C   C' F  ニ

フ D

励 甥

Ｅ
一

Ｅ
一

9  
標こ呼そ:Im  21m

H27
1層 黒褐色土 (10YR3/2)

焼土ブロック微量。
2層 褐灰色土 (10YR4/1)
3層 黒褐色土 (10YR3/1)

焼土ブロック・

炭化物を含む。
4層 褐灰色土 (10YR4/1)
5層 褐色土  (10YR4/4)
6層 褐灰色土 (10YR4/1)柱 痕。
7層 1こ ぶい黄掲色土 (10YR4/3)

炭・黄褐色土 (10YR5/6)
ブロック微量。 床。

蒻

にぶい黄褐色土 (10YR4/3)
にぶい黄褐色土 (10YR6/4)
褐灰色土 (10YR4/1)粒子
を含む。

褐色土 (10YR4/4)
灰黄褐色土 (10YR4/2)
砂のブロック少量。

にぶい黄褐色土 (10YR6/4)
にぶい黄褐色土 (10YR6/4)
砂プロック含む。床下埋土。

にぶい黄褐色土 (10YR5/3)
にぶい黄褐色土 (10YR6/4)
ブロック多量。床下埋土。

褐色土 (10YR4/6)
砂のプロック少量。
床下埋土。

8層

12層

9層

10層

H層

?         (l i4)       lqcm

H27号 住居址 (1)

H26号住居址 (3)。 H27号住居址 (1)第39図
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1呵

層
層
　
層

黒褐色土 (10YR2/3)
小礫含む砂質土。

黒褐色土 (10YR3/1)
橙色上  (5YR6/6)

焼土。
灰褐色土

パ
　
　
　
　
」ω
　
　
　
　
パ

】

＝
〆

焼土粒子・褐灰色土含む。
5層 灰褐色土 (5YR4/2)

6層 が被熱 したもの。
6層 褐灰色土 (7 5YR6/1)

粘上が主。暗褐色土含む。
7層 にぶい褐色土 (7 5YR5/3)

粘土プロック多量。
焼土を少量含む。

8層  黒褐色土 (10YR3/2)
9層  暗褐色土 (10YR3/4)

床・黄褐色土少量。
10層  黒褐色土 (10YR3/1)

上' 11層 暗縁争煮猶遭聖3/→

プロック含む。
12層  暗褐色土 (10YR3/4)

砂のブロック多量。
13層  灰黄褐色土 (10YR4/2)

粘上が主。焼土を含む。

標高69830m
(1:40)
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H30・ 31

1層 黒褐色土 (10YR2/3)
砂小ブロック合む。

2層  暗褐色土 (10YR3/4)
褐色 (10YR4/6)の
砂ブロック多量。

3層 褐色土 (10YR4/6)
壁の崩れ。

4層  暗褐色土 (10VR3/3)
砂のブロック含む。

5層  暗褐色土 (10YR3/4)
砂多量、黒褐色土 (10YR2/3)
の小プロック多量。

6層 黒褐色土 (10YR2/3)
堅く締まる。

7層 黒褐色土 (10YR2/3)
床。

8層  暗褐色土 (10YR3/3)
床下埋土。乾島〔

IPpo3
砂・褐色土 (10YR4/6)
黒褐色土 (10YR2/3)の
小ブロック多量。
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n32
1層 黒褐色土 (10YR2/3)砂 を含む。
2層 黒褐色土 (10YR2/2)褐 色の粘土ブロンク

小量。焼土・炭を多 く含む。
3層 黒褐色土 (10YR3/2)焼 上・炭を少量

含む。
4層 黒褐色土 (10YR3/1)黒 粘土が主で、

堅 く締まる。
5層 暗褐色土 (10YR3/4)褐 灰色土・秒 を

含む。

0   (1:4)  10cll標高69850n
O   (1:so)  2m

H32号住居址

剖

B                    B'

第44図

H32号住居址 (1)

H30。 31号住居址 (3)・ H32号住居址 (1)
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H38
1層 黒褐色土 (10YR2/3)黒 色土 (10YR2/1)

ブロック少量。
2層 黒褐色土 (10YR2/3)イこぶい黄褐色 (10YR5/4)の

砂が微量含まれる。
3層 イこぶい黄褐色土 (10YR4/3)イこぶい黄褐色土の

砂多量。
4層 褐色土 (10YR4/4)砂 を含む。
5層 黒褐色土 (10YR2/2)
6層 暗褐色土 (10YR3/4)暗 褐色 (10YR3/3)の

砂を含む。
7層 黒褐色土 (7 5YR3/1)べ つとりとした

炭化粒子を含む。
8層 灰褐色土 (5YR4/2)灰 ・炭化物含む。
9層 黒褐色土 (10YR3/1)イこぶい黄褐色 (10YR5/4)の

砂ブロック微量。床。
(7層 下部の焼け込は、極暗赤褐色を呈 している)
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標高69330m
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第46図 H33号住居址 (2)。 H34号住居址 (1)
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H34号住居址 (2)。 H35号住居址 (1)

H34
1層 黒褐色土 (10YR2/8)

2層 H音

燿亀圭赤嬰習り多量に含む。
3層 黒褐色土 (10YR2/2)

砂ブロック少量含む。
4層 黒褐色土 (10YR2/3)
5層 黒褐色土 (10YR3/2)

床、堅く締まる。
砂・褐色上の小ブロック含む。

6層 暗褐色土 (10YR3/3)

砂ブロック多量に合む。
7層 黒縁争落笹翌冴兜ック多量に含む。
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３５
層

2層

3層

明黄褐色 (10YR6/6)
砂が主。にぶい黄褐色上の

砂含む。人為的lta。

暗褐色土 (10YR3/3)
にぶい黄褐色上の砂ブロック

含む。人為的堆積。
黒褐色土 (10YR2/3)

にぶい黄褐色上の砂ブロック

建9

含む。人為的堆積。
4層 黒褐色土 (10YR3/1)

にぶい黄褐色上のブロック
少量含む。人為的堆積。

5層 イこぶい黄褐色土 (10VR4/3)

黄褐色土の砂プロック含む。
6層 黒褐色土 (10YR3/2)

黄褐色上の砂含む。
7層 黒褐色土 (10YR2/3)

黄褐色土の砂小量含む。
8層 褐色土 (10YR4/6)
9層 黄褐色土 (10YR5/6)

黒褐色上のブロック含む。
10層 黒褐色土 (10YR2/8)
11層 黒褐色土 (10YR2/3)

床。
12層 黒褐色土 (10YR2/3)

砂、褐色土・黒色上の
ブロック多量。床下埋土。

13層 暗褐色土 (10YR3/4)

砂が主。床下埋土。
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H36
1層 暗褐色土 (10YR3/3)
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炭化物微量。
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H37号住居址

9  
標島平訴,m 2!m

H36号住居址 (2)

H37
1層 黒褐色土 (10YR2/3)
2層 1こ ぶい赤褐色土 (5YR5/3)

粘上が主で、焼土が微量含まれる。
3層 黒褐色土 (10YR3/1)

黄褐色 (10YR5/6)の 砂少量。
4層 責褐色土 (10YR5/6)

砂多量。

闘
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４

H37号住居址

H38号住居址 (1)

(2)・ H37号住居址・H38号住居址
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?標見将ζI!m2P
H38
1層 黒褐色上 (10YR2/2)

褐色土 (10YR4/6)の
小ブロック少量。

2層 黒褐色土 (10YR2/2)
焼土粒子含む。

3層 黒褐色土 (10YR2/3)

砂少量。
4層 暗褐色土 (10YR3/4)

砂が主。
1層の下部に極薄い堅い

床がみ られた。ヽ
瀾
●
撃
　
　
　
　
　
　
′、ｆ】

標高69300m
O     (1:30)   09m

H39号住居址

♀        (li4)     lolcal

H38号住居址 (2)

H39号住居址 (1)

第50図 H38号住居址 (2)・ H39号住居址 (1)
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標亀呼新;m  21m

H39
1層 黒褐色上 (10YR2/3)
2層 黒褐色土 (10VR2/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/2)

秒少量ブロック少量。
4層 暗褐色土 (10YR2/3)

砂小ブロック多量
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層

層
　

層

黒褐色土 (10YR2/2)
暗褐色土 (10YR3/4)

砂多量。床下埋土。
暗褐色土 (10YR3/3)

砂のプロック多量。
床下埋土。
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1層 暗紹亀圭遜Ⅶ隣(ニケ。を含む。
2層 黒

撮雛撃∵理望多ロック・
炭化物を含む。
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H40号住居址 (1)

第 51図  H39号住居址 (2)・ H40号住居址 (1)
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3層 暗褐色土 (10YR3/4)

褐色土 (10YR4/4)を 少量。
4層 黒褐色土 (10VR2/3)
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H41
1層 黒褐色土 (10YR2/3)自 然堆積。
2層 黒褐色土 (10YR2/3)砂 ・褐色上のブロック多量に

含む。 (人為的堆積 )

3層 暗褐色土 (10YR3/3)
4層 黒褐色土 (10VR2/2)焼 土・炭。
5層 黒褐色土 (10YR3/1)粉 状の炭。
6層 暗褐色土 (10YR3/3)堅 く締る。
7層 黒褐色土 (10VR2/2)
8層 黒褐色土 (10YR2/3)砂 小ブロック・黒褐色上

ブロック多量に含む。
9層 黒褐色土 (10YR3/1)締 り ,粘性ややあり、 焼土ブロック

含まない。 (フ ク土残 り?)
10層 黒褐色土 (10YR3/2)締 り '粘性あ り、焼土ブロックを

多く含む。
11層 1こ ぶい黄橙色土 (10YR6/3)締 り・粘性弱い。

砂層で焼上ブロック少量含む。
12層 褐色上  (10YR4/6)粘 土層。
13層 黒色土  (10YR2/1)締 り・粘性あ り。灰層あ り。
14層 1こ ぶい黄橙色土 (10Ⅶ 4/3)締 り・粘性あり。

下層砂含む。貼床。
15層 褐灰色土 (10YR6/1)締 り・粘性弱い。砂層 くずれ。
16層 黒禍色土 (10YR2/2)
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第54図 H41号住居址 (2)
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H42
1層 黒褐色土 (10YR2/3)

砂ブロック少量。
2層 暗褐色土 (10YR3/4)

秒が主。黒色土 (10YR2/3)
ブロック少乳

3層 黒色上 (10YR2/1)
結まり、粘性多い。
ロームプロック含む。

4層 極暗褐色土 (7 5YR2/3)

粒土粒子少量。

H42号住居址
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H43
1層 暗褐色土 (10YR3/3)    5層

暗褐色土 (10YR3/4)と
砂のブロック多量。    6層
人為的堆積。       7層

2層 暗褐色土 (10YR3/3)
人為的堆積。

3層 黒褐色土 (10YR2/3)
人為的堆積。

4層 暗褐色土 (10YR3/3)
砂のプロック多量。
人為的堆積。

9  
標鷲移

`!n  21m

暗褐色土 (10YR3/3)
砂のブロック含む。

黒褐色土 (10YR2/3)

暗褐色土 (10YR3/4)
砂・褐色土 (10YR4/6)
黒褐色土 (10YR2/2)の
上端が床面。

H43号住居址 (2)

|
阻
媚
　
　
媚

黒褐色土 (10YR2/3)

黒褐色土 (10YR2/2)・ 砂のブロック多量。
人為的堆積。

黒褐色土 (10YR2/2)

粘土 (自 色)プ ロック多量。
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H45
1層 灰黄褐色土 (10YR4/2)イ こぶい黄褐色

9  
標弓聟�

m 21m 2層 に格懸宗量層客み通奈≧,
H45号住居址

(114)     10CIl

H46号住居址
幽
媚
躯

にぶい貢橙色上 (10YR4/3)黒 褐色上を少量含む。
黒色土 (10YR2/1)

綴 粟静μ2

H46号住居址

H47号住居址

)

9   H鍔
研 中

第57図  H45号住居址・H46号住居址・H47号住居址 (1)
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H47
1層 灰黄褐色土 (10YR4/2)

黒褐色 (10YR3/2)の
粘土ブロック少量。

2層 1こ ぶい黄褐色土 (10YR5/3)
にぶい黄橙色 (10YR7/4)
の粒子含む。

3層 黒褐色土 (10YR2/2)
粘土・焼土・灰・炭化物の

IFL在土。カマ ド流出上。
4層 イこぶい黄褐色土 (10YR5/3)

にぶい黄橙色 (10YR7/4)
砂粒多量。

5層 黒褐色土 (10YR2/2)
粘質土。

6層 にぶい黄橙色土 (10YR7/4)の
砂粒主。黒褐色土 (10YR2/2)
にぶい黄褐色土 (10YR5/3)少量。

7層 黒褐色土 (10YR2/2)
にぶい黄橙色 (10YR74)の
砂粒含む。

8層 灰・炭化物含む。
9層 焼土。
10層 褐灰色土 (10YR6/1)

カマ ド構築粘土。
11層 イこぶい黄橙色土 (10YR7/4)ロ ーム。

砂粒・黒褐色土 (10YR2/2)の
混在土。カマ ド掘方埋上。

12層 黒褐色土 (10VR3/2)
にぶい黄橙色 (10YR74)
ローム含む。
床。

13層 1こ ぶい黄橙色土 (10YR7/4)
にぶい黄橙色の砂粒が主、
黒褐色土 (10YR3/2)少量。
床下埋土。
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H49号住居址

キ
H49
1層

2層

3層

褐色土 (10YR4/6)
砂 を多 く含む。

暗褐色土 (10YR3/4)
褐色土 (10YR4/6)微 量。
直下に堅い床面がみ られた。

褐色土 (10YR4/4)
褐色土 (10YR4/6)の
ブロック含む。

。  標
亮評そ∬

m 2m

50

10cal

7 5cal
2 5cID憾期國

→
H47号住居址 (4)

H48号住居址
｀

ヽ 、
量

標高69870m
(1:80)

H50号・ H51号住居址

H49号住居址

H48
1層 イこぶい黄褐色土 (10YR5/3)黒 褐色土 (10YR5/3)・ にぶい責橙色 (10YR7/4)

ローム少量。
2層 黒褐色土 (10YR3/2)
3層 灰黄褐色土 (10YR4/2)イこぶい黄橙色 (10YR7/4)の ローム と砂粒含む。
4層 黒褐色土 (10YR3/2)黒 橿色土 (10YR2/2)少 量。
5層 イこ翠い黄橙色土 (10YR7/4)イこぶい黄桂色 (10VR7/4)の ローム。砂粒が主。

灰黄褐色土 (10VR4/2)黒 褐色土含む。床下埋土。上端2cmが床。
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H50,H51
1層  黒褐色土 (10YR3/2)

粘質あ り。
H50の 覆土。

2層  にぶい黄褐色土 (10YR5/3)
にボい黄橙色 (10YR5/3)
の砂多量。
H51の覆土。

・ H51号住 居 址

第60図 H47号住居址 (4)・ H48号住居址・H49号住居址・H50号住居址・H51号住居址
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Hl号住居址 Ⅶい 1・ 2 Grに あり、H3・ H4・ Flに切られ、本址が一番古い。残存北壁1.86m・ 残存

東壁 1.56m。 残存西壁 0。76m南壁2.6m壁高は1 9cmを 測る。主軸方位はN16° ―Eを示す。Pl～ P3は
主柱穴で柱痕24cmを測る。南壁下に出入口施設のP途。P5、 P6は貯蔵穴、北壁よりの地床炉の炉底は、

焼け込む。床は堅いが薄い。遺物は、壺・甕・深鉢・鉢・手捏土器の弥生土器、土製品、石器がある。11

の壺は無彩で、体部下半の稜は括れていない。8は頸部にヘラ描横線文・ヘラ描斜走文が施文される。

22の土製勾玉は、焼成前片側から穿孔されている。21の琴柱様の土製品は、焼成前片側から穿孔、ヘ

ラナデ後ヘラミガキされ、左側穴上に括れがみえる。垂飾であろうか。石器は敲石・凹石。台石がある。

拓本 13・ 14・ 18～20は中期後半栗林期で混入。本址は弥生時代後期前半吉田期と思われる。

H2号住居址 Ⅶあ。い-4・ 5 Grに あり、H15に切られH16を切る。残存東壁5.24m、 検出南壁 0。48
m、 壁高は20cmを 測 り、軸方位はN-35° ―Eを示す。主柱穴 Pl～ P2の柱痕は径 16cm。 南壁から東

壁下に壁溝。床は堅く締まる。遺物には、土師器。須恵器・弥生土器・石器がある。 7は須恵器郭蓋模倣

の土師器杯、17は須恵器蓋でTK217に 該当しようか。重複激しく 2・ 3・ 6・ 10・ 19～23は、混入。 2

はH15出土片、 6は H3・ H16出土片と接合。石器は敲石・台石・凹石がある。本址は 9世紀後半のH
15に切られ、 6世紀後半～ 7世紀初頭のH16を切り、 7・ 17の 特徴から7世紀代に位置づけられる。

H3号住居址 Ⅶあ。い-2・ 3 Grに あり、Hl・ Hll・ H14と重複 し本址が一番新しい。規模は検出東

壁 2.8m南壁3.7m検 出西壁2.lm、 壁高は42cm、 軸方位はN10° ―Eを示す。床は堅く締まる。出土

遺物には、土師器・須恵器・弥生土器・石器がある。1～ 5～ 7・ 8。 17・ 18は土師器杯で内面黒色処理、

6・ 8・ 18が底部手持ちヘラケズリ、他は底部回転糸切 りである。 9・ 10。 12・ 14は土師器碗、 15。 16は

土師器皿で内面黒色処理される。17の体部外面 2箇所に墨書 「西O」 が、18の体部外面に刻書「大井」

がみられる。 8・ 19も文字判明しない墨書が認められる。21～34は須恵器不で底郡回転糸切 り後未調

整である。35～ 38は 口縁部 「コ」の字の土師器武蔵甕。他に須恵器甕39～ 41、 灰釉陶器碗がある。

弥生中期後半の上器片は混入。石器は敲石。磨石がある。本址は、9世紀前半に位置づけられる。

H4号住居址 Ⅵい-9・ 10、 Ⅶい-l Grに位置し、 Fl・ P18に切 られHlを切る。規模は検出東壁

2.3m・ 南壁7,9m・ 検出西壁 1.9m、 壁高は35cmを測り、南壁中央に張 り出し土坑がある。主軸方位は真

北を示す。 Pl・ P2は主柱穴で、Plか ら南壁に間仕切り溝。張 り出し土坑は、床面よりやや下がっ

て方形に張り出して、中央のP4は深さ60cm。 調査範囲内にカマ ドはない。床は Pl・ P2内は堅く締

まるが、壁側は軟弱である。遺物には、土師器・須恵器・弥生土器・石器がある。 1～ 7は土師器邦で

1・ 4が内面黒色処理される。須恵器杯蓋模倣の 2・ 3・ 5・ 6、 浅い丸底から長い口縁部が外反し回縁

部と底部の境に稜を有す 1がある。 4は平底気味で内弯気味に緩 く外反する。 8は内外面ヘラミガキ

される大型の土師器鉢である。 9は土師器甕。石器は台石・凹み石・編物石・敲石・磨石がある。10～ 31

は弥生中期後半の壺・甕等で34の石鏃未製品と共に混入である。本址は 6世紀後半に位置づけられる。

H5号住居址 Vい 10、 Ⅵい-1・ 2 Grに あり、H17を切る。検出北壁 5m・ 検出東壁1.9m、 検出西

壁1.9m壁高は41cm、 主軸方位はN14° ―Wを示す。カマ ドは北壁中央に粘土と石で構築されている。

ピットは 2個検出され、 Plは主柱穴で、深さ65cmを測る。覆土は人為的な堆積であった。全体に堅

く締まる床で、壁寄りは軟弱であった。出土遺物は、土師器。弥生土器・土製品・石器がある。1～ 8。 13・

15・ 17は土師器杯で、内面黒色処理されるもの1・ 4・ 13、 内外面黒色処理されるもの2・ 6・ 7・ 15・ 17が

ある。須恵器ITh蓋模倣のtTN l・ 2・ 5～ 8・ 13・ 15、 須恵器杯身模倣のイ 17がある。甕 (10～ 12・ 28・ 29・

31・ 32)は最大径口縁部にあるものと林部にあるものがある。24・ 25・ 30は壺、9・ 18・ 19は大型の鉢、

14の高杯は脚が短く内面黒色処理される。22は須恵器甕片を加工した円盤、33・ 34は輝石安山岩の台

石とみられる。弥生時代中期後半の20。 21・ 26・ 27は混入である。本址は 6世紀後半に位置づけられる。

H6号住居址 Ⅵい-7・ 8 GrにありMl・ D3に切られH7・ F2を切っている。残存北壁 4m、 検

出西壁2.04m、 壁高は32を測 り。軸方位はN15° 一Eを示す。カマ ドは検出範囲にみられないが、北

東角に焼土がみられた。 Plの主柱穴は、柱痕径20cm、 長径96cm、 深さ52cmを測る。床は、堅く締ま

る。出土遺物は、土師器杯・甕、石器には台石、敲石がある。弥生土器は混入である。本址は出土遺

物少なく不確実であるが、 6世紀後半～ 7世紀前半であろうか。
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H7号住居址 Ⅵい-7 Grに ありMl・ H6に切られる。残存北壁 1,8m、 検出東壁0.3m壁高は 4 cm、

付属施設は認められない。床は堅いが薄い。遺物は、弥生土器で鉢と拓本で示した甕。壺がある。鉢は

口縁部に円形の突起、内外面赤彩が施される。本址は、弥生時代中期後半栗林期ととらえられよう。

H8号住居址 Ⅱい。う-5 Grに ありP188～ P190に切られ、一部を攪乱で破壊されている。北壁2.9

m、 検出東壁0.84m、 検出南壁2.2m、 西壁2.9m、 壁高は1 8cmを測 り、主軸方位はN12° ―Wを示す。

カマ ドは北壁の中央に粘土・粘質土と石により構築されている。ピットは袖部に関するものであろう。

西壁から南壁下に、壁清が認められた。床は堅く締まるが薄い。遺物は土師器 。須恵器 。弥生土器・鉄

器・石器がある。 1・ 5は土師器小型の甕で、 1は頸部 「コ」の字気味の小型 「武蔵甕」である。 2・ 3

は土師器杯で底部ヘラケズリ、 6は土師器鉢。 4・ 7・ 8・ 10。 12・ 13は須恵器杯で底部ヘラケズリされ

る。15は蛯鉄、11の石包丁は混入である。本址は、 8世紀後半に位置づけられる。

H9号住居址 Ⅵあ-6 Grに ありM2に切 られる。検出東壁 0。 9m、 残存南壁2.54m、 壁高は14cmを 測

る。ピットは南壁寄りに 2個、深さはPlが 40cm、 P2が 12cmで 出入 り日の施設であろうか。東側の

床は堅いが、ピット付近は軟弱である。出土遺物は、弥生土器と石鏃未製品である。 5。 8の壺は無彩

である。 2は深鉢の台部であろう。本址は、弥生時代中期後半栗林期ととらえられよう。

H10号住居址 Ⅵあ-4 Grに ありP215に切られ西壁を攪乱で破壊される。検出東壁0,6m、 残存南壁

3.6m、 壁高は18cmを測る。床は堅く締まるが、東側壁寄 りは軟弱であつた。出土遺物は、土師器・

弥生土器である。弥生土器は混入である。本址は、遺物極少であるが古墳時代後期 6世紀代か ?

Hll号住居址 Ⅶあ。い 2・ 3 Grに ありH3・ H14・ H15,H16・ P164に 切 られ本址が一番古い。残

存東壁2.04m、 壁高は1 lcmを 測 り、主車由方位はN-2° ―Wを示す。ピットは15個、 Pl～ P4・ P14・ P

15が床面、他は床面下から検出。 Pl～ P4は主柱穴で桁行き4.4m、 梁行き2.4・ 2.5mの 入口側が開く

台形気味に配置される。深さ29cm～ 49cm。 東壁下に周溝がある。掘方から旧住居が確認され、 P3・ P

4と 出入り口施設をの南半分が拡張されている。主柱穴 P3・ P4の 内側には、旧入口施設 P8・ P10や

壁溝がある。炉はH14に破壊されている。出土遺物は、弥生土器と石器である。 17は石質硬質砂岩の

未製品磨製石鏃である。これら遺物より本址は、弥生時代中期後半栗林期に位置づけられる。

H12号住居址 Ⅳあ・い-9。 10Grに あり、H19・ F3に切 られている。検出東壁2.2m南壁4.7m検出

西壁3.lm壁高は61cmを測り、軸方位はN-7° ―Wを示す。主柱穴 Plは 22cm・ P2は 30cmの柱痕が確認

できた。南壁下に出入口施設のP3が ある。出土遺物は土師器・石器がある。弥生中期土器・黒曜石打

製石鏃は混入である。 1・ 3は須恵器lTh蓋模倣の上師器杯、 3は内面黒色処理される。4・ 7は鉢、8は

甑、 10は壺である。 11・ 12は長胴の甕で12の最大径は胴部、 11は 日縁部にある。石器は砥石 15、 多

孔質安山岩の凹石 14・ 24、 磨石 13、 敲石23がある。本址は6世紀後半～7世紀初頭に位置づけられる。

H13号住居址 Ⅳい-9・ 10Grに あり、北壁4.6m・検出東壁0.7m。 検出西壁 1.5m、 壁高は60cm、 主軸

方位はN15° 一Eを示す。カマ ドは北壁の中央に粘土と石により構築されている。袖部は地山を掘り

残し芯材としている。 Plは主柱穴で、柱痕は径 16cm。 垂木材の炭化材が床面直上の3層 (0～ 1 0cm)か

ら多量に出土し、床面には被熱による焼け込みがみられた。西北角の状況から、入母屋の上屋が想定

される。炭化材上面に、焼失後廃棄された大小角礫が多量にみられた。床は軟弱で検出が困難であつ

た。遺物は、3層内・礫下の床面から出土した。27の甑のみ炭化材の上面に接していた。出土遺物は、

土師器・須恵器。鉄器。臼玉・弥生土器がある。11～ 13・ 17は土師器杯で、11は深い半球状で内面ヘラミ

ガキされる。 11・ 17内斜口縁を持つ。 16の高杯は丁寧な放射状のヘラミガキが施されている。23は 「

く」の字状口縁の土師器甕で、体部に最大径がある。 14・ 15の 土師器壺は、外面よくヘラミガキされ

る。26は底部全開、27は 2孔 の大型土師器甑である。27は貨の子落下防止の機能であろうか、底部を

全開せずに底部中央を帯状に幅 8 mm残 している。18の須恵器杯は底部丸く仕上げられ、回転ヘラケズ

リ調整、日縁端部極短く外反する。TK47型式に該当しよう。21は有頸鏃身三角形造込平で孔を有す

る鉄鏃である。22は滑石の自玉。 1～ 10・ 14の弥生土器は混入。本址は 5世紀後半に位置づけられる。

H14号住居址 Ⅶあ。い-3Grに ありH15・ H3に切られH16を切っている。残存南壁3.28m、 検出西壁

3.8m、 壁高は38cm、 軸方位N16° ―Wo Pl・ P2の主柱穴、柱痕径20cm。 南・西壁下には壁溝が巡る。
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出土遺物は、土師器・須恵器・石器がある。3の上師器邦・弥生土器・打製石斧。打製石鏃は混入である。

1・ 4は内面黒色処理される須恵器杯蓋模倣の上師器 tTh、 17は須恵器蓋でTK217型式に該当しようか。

10は素焼きの紡錘車、12は石英安産岩の凹石である。本址は、 7世紀代と思われる。

H15号住居址 Ⅶあ・い-3・ 4 Grに あり、H2・ Hll・ H14・ H16を切る。確認難しく検出状況は良好

でない。規模は残存南壁 3m検出西壁2.8m壁高は土層断面で50cm。 カマ ドは検出範囲にはなかった。

遺物は、土師器・須恵器・石器がある。 3は内面黒色処理される土師器杯で、墨書 「上」が認めれる。

4・ 6は土師器碗で高台が付されよう。4は内面黒色処理される。5は土師器ロクロ甕、9は頸部 「コ」

の字 「武蔵甕」である。10は底部回転糸切 りの須恵器杯、灰釉陶器皿である。2の須恵器杯底部片の

見込部に磨耗が見 られ、転用硯か ?1は磨石である。本址は 9世紀後半に位置づけられる。

H16号住居址 Ⅶい-4・ 5 Grに あり、H2・ H14・ H15・ P229・ P64に切られHllを切っている。残

存東壁3.68m、 壁高は32cmを測る。 P2は、主柱穴か ?東壁下には周溝が巡る。出土遺物は、土師器。

須恵器・石器がある。重複が激しく、H15と の重複部から出土した 1の土師器杯 1・ 6の灰釉陶器碗は、

混入である。 9～ 19の 弥生土器、20の 小型扁平片刃磨製石斧、22の黒曜石剥片も混入である。 2・ 4

は土師器 lTh、 4は内面黒色処理される。 7の須恵器イ身は小片であるがTK209に 該当しようか。21

の自玉は、土層断面図BB′ 8層から出土した。23の磨石、24の砥石は床面上から出土した。本址は、

遺物の混入が激しく不確実ではあるが、 6世紀中葉～ 7世紀初頭と思われる。

H17号住居址 Ⅵあ。い…2・ 3 Grにあり、H5に切 られH18を切る。検出北壁2.7m・ 検出東壁4.5m

検出南壁 1.Om検出西壁3.9m壁高は42cmを測る。主軸方位はN10° 一Wを示す。カマ ドは北壁中央に

袖部分地山削りだし、粘土で構築される。 Pl～ P4は主柱穴で、柱痕は径28cm、 桁行き・梁行き3.8m。

カマ ド東脇のP5は深さ52cmの貯蔵穴、堤帯が僅かに盛り上がる。床は堅く締まる。遺物は、土師器・

須恵器・臼玉で、弥生土器は混入。 1～ 4、 7～ 10は土師器郭で、半球状を呈する1・ 10・ 21と 内斜口

縁の 2・ 3・ 7～ 9がある。よくヘラミガキされる。 1・ 9。 10はヘラケズリ。 15は小型壺か、頸部強い

「く」の字で内外面ヘラミガキ。 17は外面ヘラミガキの鉢、 5。 6は底部から大きく開く土師器壺で

あろう。20の壺は内外面ヘラミガキされ、日縁端部は弱く内弯する。須恵器には、22・ 23の無蓋高lTh

がある。23は lTh部が内弯気味に基部より外傾し、弱く括れ外傾する。回縁端部は丸い。上に2条の稜

下に 1条の稜で区画され、櫛描波状文が施文される。基部には脚部との接合補強用線刻が窺える。22

は 2条の稜を持ち緩く外反気味に立ち上がる。日縁端部は細く鋭い。22は猿投編年 I期第 5小期 (東

山11号窯)に比定されよう。23はTK47型式に該当しよう。滑石の石製模造品臼玉が 7点 (40～ 46)

カマ ド西袖部の粘土内から出土。本址は 5世紀後半 (5世紀第 4四半期)に位置づけられる。

H18号住居址 Vあ・い 2・ 3 Grに ありH17に切られ、検出北壁0.5m、 検出西壁4.4m、 壁高は34cm、

主軸方位はN20° 一Eを示す。H17掘方下部の地山の焼け込みは、本址のカマ ド火床か。主柱穴 Pl・

P2は深さ70cm・ 80cm、 梁行き3.4mを測る。間仕切り溝が西壁から床中央に 2本検出。西壁下に壁溝。

遺物は、土師器・石器で、 1は内外面よくヘラミガキされた有段口縁の高郭、 2は浅い内斜口縁の杯、

3は小型甕。 4は安山岩製の凹石。本址は、 5世紀後半 (5世紀第 3四半期)に位置づけられる。

H19号住居址 Vあ 。い 8・ 9Grに あり、H12・ H20を切る。検出東壁 1.Om、 南壁3.4m、 検出西壁

2.8m、 壁高は24cmを測る。束は堅く締まる。遺物は、土師器・石器・石製品がある。弥生土器・12の

石鏃は、混入である。 1・ 2は内外面ミガキがみられる壺 、11は小型の甕である。 13は滑石製の紡錘

車である。本址は、僅かな遺物で不確実であるが、 7世紀代であろうか。

H20号住居址 Vあ。い 7・ 8 Grに ありH19・ H21・ P21に切られる。残存東壁 1.9m、 残存西壁2.7m

壁高は28cm、 長軸方位はN-3° 一Wを示す。主柱穴 Pl・ P2は、深さ58cm・ 62cm、 梁行き2.2m。 床面

中央北寄 りの焼け込みは地床炉か ?遺物は、土器・鉄器・石器がある。弥生時代中期栗林期土器片は

混入である。2～ 4・ 9。 12・ 14・ 17・ 18・ 21は甕である。9は小型の台付甕で頸部に櫛描簾状文、口縁部と

胴部に櫛描波状文を施文する。2も 頸部に櫛描簾状文、日縁部と胴部に櫛描波状文が施文される。1・ 5

・6・ 8は壷の日縁部・底部、 5・ 6は赤彩される。22は、杯部が深く見込部付近から屈曲して直線的

に伸びる日縁部、脚部は端部がやや内弯し3個 の円形透かしがある東海地方系譜の高杯と考えられる。
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7は高杯であろうか。 10は刀子片、 11は上・下面に敲打痕、正面に条痕がみられ、敲石と砥石の機能

を持つ。本址は、弥生時代後期後半箱清水期終末に位置づけられる。

H21号住居址 Vい 。う 6・ 7Grに あり、H20を切る。検出東壁2.5m。 南壁3.9m検出西壁2.2m、 壁高

は48cmを測る。南壁下に出入口施設のPl、 床面は堅く締まる。大小角礫が覆± 3層焼土塊上面・4層

上面・地山の砂を多量に含む 5層上面に見られた。3層～5層は人為的な堆積。遺物は、22が南壁に接

するH20号住居址覆土、56が 6層、55・ 57・ 59が7層、38・ 58が Plか ら出土し、他は2層下部・3～ 5層

から出土した。5層は床面に接しており、本址廃絶後間もない時期に 4・ 5層埋土と同時期に廃棄され

たのであろう。遺物は、土師器 (1～ 11・ 13・ 14・ 16～ 22・ 28～ 39。 45。 47～ 51)、 砥石 (46)、 台石 (52

～56)、 敲石 (57・ 58)がある。弥生土器は混入。 1～ 11・ 13・ 14は土師器郷で、半球状で日縁端部が内

斜するもの (1・ 3・ 5・ 7～ 10)、 半球状で口縁部が緩く外反する (2・ 11)・ 口縁部がやや内弯する (4

・6)がある。 8を除きいずれも器高が高い。13には焼成後の穿孔がみられる。16～ 21・ 22は土師器

高杯で、47h部下端に明確な段がある16・ 22、 杯部下端に稜がある17・ 19・ 20・ 21、 杯部下端の稜があい

まいなもの18がある。 19。 22の脚部はいずれも円錐形の長脚を持つ。22の杯部内面底部は、 「十」

字状にヘラミガキされる。胴部外面にヘラミガキされるもの (28・ 29。 34・ 37・ 39。 47・ 49)を 壺、ヘラ

ケズリされるもの (30・ 31・ 38・ 35。 36・ 48・ 50・ 51)を甕としたが、明確な分類基準によるものではな

い。壼34は有段日縁で胴部中央より下部に最大径。他の壺も球胴である。28の底部外面には、敲打に

よる凹みがある。甕は胴部中央付近に最大径がある球胴甕35。 48、 ラグビーボールに近い形態の36が

ある。小型甕は日径と器高が等 しい33、 日縁部肥厚し頸部から強く外反する51がみられる。32は底

部付近がヘラケズリされる鉢。 これらの土師器は、高杯が冨沢古墳時代中期編年 (冨沢1999)の 4～

5段階、邦が 4段階、壺は 4段階、甕は 3～ 4段階に併行しよう。住居址の北半部が調査区域外にあ

り、カマ ドの存否等不明であるがこれらの遺物と、出土状況から本址は 5世紀後半の所産とみられる。

H22号住居址 Vい 。う-6 Grに あり、 F4・ P84・ P85に 切られる。北壁3.8m・検出東壁3.2m・検出

南壁 1.Om、 壁高20cmを測る。主軸方位はN35° ―Wを示す。中央の炉は 4個の炉縁石を持つ地床炉で

ある。長径46cm短径40cm深 さ 4 cmの楕円形で、 5 cm焼け込んでいる。主柱穴 Pl～ P3の柱痕は径20

～24cm、 深さはPlが 34cm・ P2が42cmo P 3が 42cmを 測る。 2層に炭化材・炭化粒子を多く含み、堅

く締まる床面に炭化材がみられた。遺物は、床面や 2層内から出土した。壺 (4～ 16)、 甕 (17～ 24・

6)、 高杯 (27・ 28)、 甑 (29・ 30)、 鉢 (25・ 31～ 34)、 磨製石斧 (56)、 打製石鏃 (52)、 凹石 (59・ 65)、

敲石 (51・ 64)、 磨石 (58)、 台石 (57・ 60・ 61)、 磨製石鏃の原材 (53)、 石鏃未製品 (55)、 二次加工

ある剥片 (54)、 不明鉄製品が出上した。壼は、赤彩が 8のみ。受け口状の回縁部が多い。文様は日唇

部・口縁部と頸部に集中する。日唇部に縄文が、日縁部に縄文と 1本か 2本のヘラ描波状文が。頸部

の文様は櫛描波状文のみ、多段の横櫛描条線文のみ、ヘラ描沈線と縄文 。櫛描波状文・簾状文、縄文

・ヘラの刺突列 。ヘラ状工具の刺突列 。円形の貼付文、ヘラ描平行沈線間にヘラ描斜走文、ヘラ描平

行沈線間にヘラ描波状文がみられ、組み合わせが多様である。甕は、受け口状の回縁部と短く外反す

る日縁部がある。口唇部に縄文や押捺がみられる。受け回状の口縁部は、縄文後ヘラ描波状文が施さ

れる。外反する日縁部には、頸部に櫛描波状文が施される。大型の17は無紋である。体部には櫛描斜

走文が格子目状や縦の羽状に施される。櫛描波状文は少数である。高杯は 2点とも赤彩され、日縁部

直線的に口径小さく開き邦身が浅い。甑はいずれも鉢形で単孔である。30の 口唇部には縄文が施され

る。鉢は、31・ 32が 口縁部受け回状で赤彩される。共に日縁部に突起が貼付され31の突起は穿孔され、

32の 頸部には一対の穿孔が見 られる。33は粗いヘラミガキの片日付、34はよくヘラミガキされ口縁

部短く立ち上がる。25は内外面赤彩される。本址は弥生時代中期後半栗林期に位置づけられる。

H23号住居址 Vい -3・ 4 GrにありH25・ H26・ H27に切られる。残存西壁1.86m壁高は12cm主軸方

位はN25° ―Wを示す。 Pl東の炉は壺底部・甕胴部片の上器敷き炉である。10cm掘 り込み3cm焼土の

堆積がある。主柱穴 Pl・ P2は Plの柱痕径20cm、 深さはPlが50cmo P 2が 78cmを測る。2個の柱穴と

炉の位置から桁行きの柱穴は、北壁寄りにもう 1個想定できる。床面堅く締まる。遺物は弥生土器・石

器がある。1は内外面赤彩の鉢、 2・ 3は壺底部、 4・ 5は甕。5は 日径に最大径、日縁部短く外反。口
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唇部に縄文、頸部に櫛描波状文、体部に縦の櫛描波状文。炉体の12・ 13の甕は櫛格子状に描斜走文。

7は輝石安山岩の台石。本址は僅かな遺物であるが弥生時代中期後半栗林期に位置づけられる。

H24号住居址 Vい・う-5 Grに ありP52・ P28に 切られH25を切る。北壁 3。 9m・ 検出東壁3.64m・ 検

出西壁2.8m、 壁高は25cm。 主軸方位はN-6° ―Wを示す。カマ ドは北壁の中央に粘土と石により構築

され、火床部に支脚石がある。床面は堅く締まり、床下掘方は浅い。遺物は、土師器甕 (7・ 8)、 須

恵器杯 (1～ 4)・甕 6、 台石 (12)、 凹石 (13)がある。弥生土器は混入である。土師器甕は 「コ」

字気味の日縁部で、 8は最大径が体部にある。 7は 回径と体郡最大径が等 しい。須恵器杯は 3点 とも

底部回転糸切り離しである。これら遺物より本址は 8世紀後半に位置づけられる。

H25号住居址 Vい 。う-4・ 5 Grに ありH24に切られH23・ H26を切る。北壁5.5rn・検出東壁3.46m
・検出西壁1.8m壁高は43cm主軸方位はN-4° ―Wを示す。カマ ドは北壁の中央に粘土と石により構築

される。Pl～ P2は主柱穴で柱痕は径24cm、 梁行き3.2mを測る。壁下には壁溝が巡る。床は、堅く

締まる。遺物は、土師器杯 (1～ 3・ 5～ 7)・鉢 (8)。高杯 (4)。甕 (11～ 14・ 17・ 18)、 須恵器蓋

(15)・ t7N(19)・杯蓋 (16)、 磨石 (32・ 34)、 砥石 (33)がある。31の磨製石鏃原材の31と 弥生土

器は混入。土師器杯は、ヘラケズリの底部からやや内弯気味に立ち上がる 1・ 5、 半球状の 2・ 3。 7が

ある。 1・ 3・ 5。 7は黒色処理。土師器甕 9は 口縁部に最大径を有し、体部砲弾状で外面ヘラケズリさ

れる。11は武蔵甕である。19の須恵器杯は底部ヘラケズリされる。内斜口縁の土師器杯、猿投編年Ⅱ

期 (東山44号窯)とみられる須恵器杯蓋16は混入品である。本址は 8世紀前半に位置づけられる。

H26号住居址 Vい。う-3 GrにありH25・ P54に切られ、H23を切っている。残存北壁4.14m・ 検出

東壁1.96m壁高は22cm主軸方位はN-8° ―Eを示す。カマ ドは北壁の中央に粘土と石により構築され、

火床部に支脚石がある。 Pl～ P2は主柱穴で、 Plの柱痕は径 1 6cm、 梁行き2.4mを測る。床面は堅

く締まる。人為的な堆積の焼土ブロック小量を含む覆± 2層内に、 5～ 60cmの 大小角礫が多量にみら

れた。この礫の多くは床面を破壊するほどくい込む。遺物は、 13・ 14が礫の下、11が礫上と掘方出土

片が接合、12がカマ ド内と掘方出土片が接合、 6・ 10が床下掘方、23～29はまとまって北壁下から出

土した。遺物は、土師器杯 (2・ 6・ 8・ 9。 10)。 鉢 (1)・ 甕 (3～ 5・ 7・ 11～ 13)・ 甑 (14)、 編み物石

(23～ 29)が出土した。弥生土器は混入である。tTh 9・ 10は須恵器杯蓋模倣のもので、 2は半球状を

呈し内外面ヘラミガキされる。 6は底部と口縁部境から口縁吉Ьが短 く外反し、内面ヘラミガキ、外面

ヘラケズリ後ヘラミガキされる。 8は浅い半球状で口縁部短くやや内弯する。 11・ 12は長胴甕で体部

に最大径があり外面ヘラケズリされる。内面11はヘラナデ12はハケメ調整される。 14は内面よくヘ

ラミガキされ甑とみられる。25は磨石としての使用痕も窺える。本址は 7世紀代に位置づけられる。

H27号住居址 Vい -2・ 3 Grに ありP44・ P54・ P60に切られ、H23・ M6を切っている。検出東壁

2.lm。 南壁4.8m。 検出西壁 1.84m、 壁高は45cm。 主柱穴Plの柱痕径12cm深さ82cmo P 2の 柱痕径20cm

深さ66cm、 梁行き2.7mを 測る。 Plと P2か ら南壁に向けた間仕切 り溝と直角的な位置にも溝がある。

壁下に壁溝が巡る。床は堅く締まる。西側の床面から垂木材と見 られる炭化材が出土し、 3層は、炭

化材・焼土ブロックを含む。遺物は、土師器イ (2・ 3・ 7)。 甕 (5)、 須恵器杯 (1)、 敲石 (14・ 15)、

台石 (22)、 刀子 (16)が ある。弥生土器、剥片、磨製石鏃 (19)、 磨製石鏃未製品 (20)、 打製石

鏃未製品 (21)は混入である。 2・ 3・ 7は、須恵器邦蓋模倣の杯で、 3は内面黒色処理される。 1は
TK10型式に該当しよう。遺物は少ないが、本址は6世紀前半に位置づけられる。

H28号住居址 Ⅳう-9・ 10GrにありH30・ H31を切る。北壁 5。4m・検出東壁2.88m・ 検出西壁0.8m、

壁高は46cm、 主軸方位はN12° ―Wを示す。カマ ドは北壁中央に粘土と石で構築されている。東壁に

旧カマ ドがあった。ピットは10基で、 P3・ P9・ P10が床下から検出された。主柱六の掘方は大き

く、 Plは柱痕径24cm深さ64cm、 P2は柱痕径32cm深さ60cm、 P2の上端に上面平らな礫があつた。

壁柱穴 P4～ P8は、遺構上端からの深さ80～ 9 1cmを測る。覆± 1・ 2層は、人為的堆積とみられる。

床面は全体に堅く締まる。遺物は土師器杯 (19。 20)。 甕 (17・ 21・ 22・ 25・ 32・ 33)、 須恵器杯 (4～ 15・

23)。高台杯 (16。 18。 24)。蓋 (29。 30)・甕 (26・ 27)、 紡錘車の軸 (42)、 刀子 (43)、 磨 。敲石 (41)、

石製円盤 (37)、 石製模造品臼玉 (38)が ある。弥生土器・黒曜石の剥片 。2の土師器内斜口縁杯 。3
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の内外面ヘラミガキされた土師器鉢は、混入である。土師器イは底部ヘラ調整、外面ヘラケズリ内面

放射状にヘラミガキされる。須恵器邦底部は、 4・ 6・ 7・ 10～ 15・ 23がヘラケズリ・ヘラナデ、

5が回転糸切 り後外周ヘラケズリ、 8が回転糸切 りで、ヘラ調整が主体である。須恵器高台杯底部は、

18・ 24が回転ヘラケズリ、 16がヘラケズリ後高台を付ける。土師器甕は、武蔵甕 (17・ 25)、 ロクロ

甕 (21・ 22)がある。本址は、 8世紀代 (第 3四半期)に位置づけられる。

H29号住居址 Ⅳい-10Grに ありH30,H31を切る。検出東壁 1.64m。 南壁2,76m、 検出西壁1.48m

壁高はなOcm。 ピットは 2個検出できたが主柱穴は特定できない。床は平坦で、やや軟弱。遺物は、土

師器杯 (1)・甕 (6)・ 鉢 (7)、 須恵器邦 (2～ 5)、 石製品。須恵器杯身模倣の土師器杯は、混入

である。 1は内面黒色処理される。須恵器イは、 4点 とも底部に回転糸切 り痕が認められる。 6は土

師器甕で頸部が 「く」の字に屈曲する 「武蔵甕」である。本址は、 8世紀後半に位置づけられる。

H30号住居址 (H31号住居址) Ⅳい。う-8～ 10Grに あり確認時 2軒としたが、土層断面や床面・

柱六の位置から単独住居とした。H28。 H29。 H34・ D5。 D7に切られる。残存南壁9,Om・ 検出西壁

4.7m壁高は50cmを測る。ピットは 8個、主柱穴Pl,P2は柱穴底面径はPlが20cmo P 2が 25cmo P
6は短辺が極短い長方形の掘方で、板状のものが差し込まれていたか ?深さ38cmを測る。 P2か ら西壁

に間仕切 り溝がある。遺物は、土師器杯 (1～ 5・ 17・ 18)・ 高杯 (8。 10～ 13・ 15。 22)。 甕 (14)・ 鉢

(21)、 須恵器杯蓋 (9)・ 杯 (有蓋高杯 ?7)、 鉄器 (33)、 磨石 (23)、 敲石 (24～ 27)、 滑石製模造品

(28～ 31)がある。弥生土器・弥生土器加工の円盤・黒曜石の剥片・須恵器 (6。 19)は混入。 1～ 5・

17・ 18のイは、半球状で回縁端部が内斜し深い。いわゆる屈折脚高杯 10。 13の脚は、短脚化し脚中央

部の膨れが顕著。これらは、古墳時代中期編年 (冨沢1999)の 4～ 5段階に併行する。 7の須恵器郭

は、断面三角形のごく短い受部から直線的に立ち上がる。日縁端部は平面を呈す。有蓋高杯か。 9の
須恵器邦蓋は、わずかな稜をみせ口縁部端部に内傾する狭小な凹面がある。いづれも猿投編年 I期第

5小期 (東山11号窯)に比定されるように思われる。28・ 29は剣形模造品で、両面とも鏑なく板状で

二孔を有すが、28は一孔が柄部から離れて穿たれている。30・ 31の勾玉模造品は、30は丸みを持ち形

も整っている。31は扁平板状で擦痕が残る。一方穿孔である。本址は 5世紀後半に位置づけられる。

H32号住居址  Iこ -4・ 5 Grに あり、 P192に 切られ南側は攪乱等で壊されていた。北壁3.2m・検出

東壁1.5m。検出西壁3.lm、 壁高は1 0cm。 主軸方位はN-10° ―Wを示す。カマ ドは北壁中央に粘土と石

で構築されている。ピットは主柱穴 2基検出され、深さPlが 24cm・ P2が22cm、 梁行き2.4mを 測る。

床面は全体に堅く締まる。出土遺物は、土師器・須恵器 。石器がある。弥生土器は混入である。 1は
土師器甕で 「武蔵甕」、 2は須恵器邦、 3・ 12 須恵器甕である。11は敲石または自然の形態を利用

した打製石斧であろうか。 10は器種不明鉄器。本址は不確実であるが、 8世紀後半であろうか。

H33号住居址  Iけ。こ-5・ 6、 Ⅱあ-5。 6 GrにありH32・ Ta8・ P138・ P192に切られている。検

出北壁 1.3m。 検出東壁 3.7m。 検出南壁 1.2m北壁～南壁長は8.8m、 壁高は 1 6cm。 主軸方位はN
15° 一W。 4個の炉縁石の地床炉が中央北寄りにある。南北径60cm東 西径60cm深 さ4 cmの精円形で、

5 cm焼 け込む。ピットは 9個検出され、主柱穴Pl～ P4が桁行きに 3本配置され、柱間2.6mと 2.8m。

深さはPlが48cm、  P2が 68cm、  P3が 62cm、  P4が 80cm。 南と曇中央Tに、 出入口施設 P5・ P6が、 南

壁下に周溝がある。 Pl内 の大小礫下から 1の甕 (台付甕か)が出土した。床面は攪乱部分を除き、

全体に堅く締まる。遺物は、壺 (5・ 8・ 14。 19・ 20)、 甕 (1～ 3・ 15～ 18)、 高杯 (4・ 6)、 鉢 (7)
が出土した。 1は台付甕か、受け回状の口縁部に、縄文後ヘラ描山形文・ 5個の円形貼付文が付され

る。体部に 5単位のヘラ拍連続 「コ」宇文が外側から施文され、各単位境に 5個の円形貼付文がある。

最終の 「コ」字内はヘラ描山形文を充たす。 2は底径が大きく鉢ともいえる。日唇部に縄文が施文さ

れ、日縁部短く外反する。頸部に 5本の櫛描簾状文後体部に櫛描斜走文が縦羽状に施される。 3は 口

唇部に縄文口縁部短 く外反する。頸部に4本の櫛描簾状文施文後体部に外側から施文のヘラ描連続 「

コ」字文後櫛描波状文、最終の 「コ」字内は直線文を充たす。高tThは 2点とも赤彩され、 4は 口縁端

部直線的に大きく開く。 6は 口縁部に突起が付く。本址は弥生時代中期後半栗林期に位置づけられる。

H34号住居址 Ⅳい。う 7・ 8GrにありD7に切られ、H30・ H86・ D40を切っている。検出北壁0,9m
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・検出東壁1.4m・ 南壁4.8m。 西壁4.Om、 壁高は26cm。 ピット7個検出、主柱穴 Pl～ P2は梁行き3

mを測る。南壁中央下のP3は、出入口施設であろうか。床はほぼ平坦で堅く締まる。遺物は、土師

器甕 (4)、 須恵器杯 (1・ 2)。 高台郭 (3)・ 蓋 (7・ 10)。 壺 (5)。 甕 (14)、 鉄器 (22～ 25)、 敲石

(26～ 28)、 台石 (29)がある。邦部下端に稜がある 6・ 脚部がラッパ状に開く8～ 12の土師器高tTh、

9の土師器甕、13の弥生台付甕等は混入。 4は外面ヘラケズリの小型の甕。 1と 3の底部はヘラケズ

リ、 2は回転糸切 りである。 16の器種不明確な土師器片外面から割れ日にかけて、文字の一部が墨書

される。22・ 23は刀子、24は鎌であろう。25は 3点の鉄器にみえるが、幅広と狭いもの 2点である。

棟と刃部が確認でき刀子であろう。本址は、 8世紀後半に位置づけられる。

H35号住居址 Vあ 。い-5 Grに あり、Ta2・ D6・ D18に 切 られる。検出南壁 lm・検出東壁1.3m
・検出西壁4.9m、 壁高は44cm。 「曲がり屋」の平面形態か ?ピ ットは15個、主柱穴はPl～ P3で、

深さはPlが 74cm、 P2が 92cm、 P3が 73cmo P4～ P6・ P13が 中央に東西直線的に配される。壁下

に壁溝が巡る。床は堅く締まる。床に接して10～ 50cmの 礫50個以上がみられ、覆土は人為的堆積で

ある。遺物は土師器イ (7)・ 甕 (8)。 甑 (11)、 須恵器郭 (10)・ 高不 (9)、 敲石 (13)、 刀子 (14)があ

る。本址は、 8世紀後半に位置づけられよう。

H36号住居址 Ⅳう-6・ 7 Grに あり、Tal・ D7・ D22・ P211～ P214に 切 られる。規模は残存南

北長3.5m。 残存東西長4.lm、 壁高は 6 cmを測る。主軸方位はN13° ―Wを示す。主柱穴のPlは径24

cm深さ54cm、 P2は径40cm深 さ56c14を測る。床はほぼ平坦で薄く堅い。 3個の礫を配した地床炉の炉

底には、焼け込みが見 られる。遺物は、壺 (1・ 3)。 甕 (2・ 4～ 6)、 敲石 (8)がある。石臼 (下

臼)は混入である。本址は、弥生時代中期後半栗林期ととらえられよう。

H37号住居址 Ⅳう-4Grに あり、Tal・ D13・ D14に切 られ、H40を切る。南壁付近一部の検出

で、検出南壁3.9m、 壁高は1 3cmを 測る。床は平坦で軟弱である。カマ ド等付属施設は不明である。

遺物は、土師器杯 (1・ 2)・ 手捏土器、弥生土器鉢・石器がある。本址は、古墳時代後期であろう。

H38号住居址 Ⅲう。え-8・ 9 Grに あり、H43・ D8。 D10。 M8・ P89・ P90～ P98に切られる。規

模は検出東壁3.2m東西残存長4.6m、 壁高は1 0cmを測る。主軸方位はN-13° ―Eを示す。 2個の礫を

配した地床炉の炉底には、焼け込みが見られ、住居址中央にある。ピットは主柱穴 3個が検出された。

深さはPlが47cm P 2が40cmP 3が 18cm。 床はほぼ平坦で薄く堅い。遺物は磨石 (6)。 凹石 (7)、 5
の無彩壺と拓本で示した甕・壺の弥生土器がある。本址は弥生時代中期後半栗林期に位置づけられる。

H39号住居址 Ⅲう。え-7・ 8 Grで検出されH41を切る。規模は検出東壁0,72m・南壁4.8m・ 検出

西壁 1.4m、 壁高は37cmを 測る。ピットは 3基が床下から検出され床はほぼ平坦で薄く軟弱。出土遺

物は 2・ 5・ 6の上師器厚手甕。1の内面黒色処理された鉢、 4の須恵器底部回転ヘラケズリの高台邦、

13の磨・敲石がある。11は刀子、12は不明鉄器。これら遺物より本址は 8世紀代に位置づけられる。

H40号住居址 Ⅳう。え-4 Grで検出された。H32・ H37・ D13・ D14・ P232に切られる。規模は残

存北壁3.3m・ 検出東壁2.4m、 壁高は1 9cmを測 り。主軸方位はN40Eを 示す。 6個の礫を配したと

みられる地床炉の炉底には、焼け込みが見られる。ピット7個検出され、主柱穴 Pl・ P3の深さは、

Plが 42cm、  P3が 28cm。  床は堅い。 遺 4勿 イよ、 壺 (1・ 4・ 5。 7・ 10。 11・ 12)・ 形箕 (2・ 6・ 9。 11)。

'本(3)・ 甑 (8)、 滑石の紡錘車 (30)、 二次加工痕ある黒曜石剥片 (29)・ 硬質砂岩の剥片 (25～ 28)

がある。 本址は、弥生時代中期後半栗林期に位置づけられる。

H41号住居址 Ⅲう。え-6・ 7・ 8 Grで検出された。H39・ Ta13・ D42に切られ、H42・ M8を切る。

規模は北壁5.16m・検出東壁4.76m、 検出西壁2.64m、 壁高は55cmを 測る。大小角礫を多量に含む覆

± 2層は、人為的堆積。主軸方位はN13° ―Wを示す。カマ ドは北壁中央に袖部地山を掘り残して粘

土と石により構築される。ピットは主柱穴 3個検出され、 16cm掘 りくばめたP3に は、40cmほ どの平

らな礎石が見 られた。 Plは深さ59cm、 P2は深さ56cm。 床は堅く平坦であるが、M8と の重複部分

はやや低い。遺物は、土師器杯 (3)。 甕 (6～ 8)。 壺 (1・ 2・ 5)。 甑 (10。 17)。鉢 (4・ 9・ 11)、 不

明鉄器 (39)、 磨石 (32・ 33)、 敲石 (31・ 86)、 碧玉の管玉 (37)・ 滑石の石製模造品臼玉 (38)がある。

34は千枚岩の未製品の石製模造品であろうか。弥生土器・黒曜石の剥片は混入である。10は多孔、 17
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は 1孔、 3・ 11は内面黒色処理される。これらの遺物より本址は 7世紀代に位置づけられる。

H42号住居址 Ⅲう 。え-5,6 Grで検出された。H41・ M8。 P228に 切られる。掘 り込みが浅く

明確な壁は、確認できなかった。推定東西長約 5m。 主軸方位はN-6° ―Eを示す。 2個の礫を配し

た地床炉の炉底には、焼け込みが見 られ、住居址中央にある。 3個検出されたピットは、 Pl・ P2が

主柱六で、 Plの深さ56cm、 P2の深さ38cm。 深さ69cmの P3は本址に伴うか不明である。炉址からP

卜 P2に かけて薄く硬く締まった床面が確認できた。出土遺物は、弥生土器 。石器がある。 1は内外

面赤彩され口縁部に一対の穿孔ある鉢、 2・ 4は甕である。 5。 6は硬質砂岩の剥片で 5は削器であろ

うか。 本址は、僅かな遺物であるが弥生時代中期後半栗林期に位置づけられる。

H43号住居址  Ⅲえ-9・ 10GrにありD10。 P92・ P89・ P237に 切られH38を切る。規模は北壁5.8m

・検出東壁1.08m。検出西壁1.74m壁高60cmを 測る。カマ ドは検出範囲にはない。柱痕径26cllの ピッ

トが 1個検出された。覆± 1～ 4層は、人為的な堆積。遺物は、土師器杯 (1・ 2・ 4)、 混入の須恵器

杯 (3)がある。 2は内面黒色処理、 4の底部はヘラケズリされる。本址は、 8世紀代であろうか。

H44号住居址 Ⅲえ-4・ 5 Grで検出された。M8を切る。東側はグランド排水桝に破壊されていた。

規模は検出北壁 1.Om・ 残存南壁1.5m、 西壁2.4m、 壁高27cmを 測る。カマ ド・ピット等検出範囲には

ない。覆土は砂のブロックを多量に含む人為的な堆積であつた。全体に薄く軟弱な床で、南壁寄 りが

やや低い。出土遺物は、土師器 。須恵器・石器がある。弥生土器は混入である。 1の須恵器イは日径

1 2cmでやや内傾気味に立ち上がり、端部は丸く内面口唇部に沈線状の凹線が巡る。底部1/3に 回転ヘ

ラケズリ調整がみえる。TK43型式に該当しよう。土師器郷は、 2の須恵器模倣郵、半球状で口縁端

部が内斜する 3、 半球状の 5がある。4は鉢、 7・ 9・ 10は甕、6は壷、8の多孔甑頸部の穿了しは焼成後。

14は両端・表裏に使用痕ある敲石、16は砂岩の砥石である。本址は、 6世紀後半に位置づけられる。

H45号住居址  Ⅱえ・お-8・ 9 Grで 検出され、H48・ H51・ Ta4・ P106・ 107・ 109・ 110。 114～ 116・

119。 149。 150。 196・ 201・ 206にきられる。規模は検出東壁4.2m壁高は7cmを測る。カマ ドは検出範囲

にはない。ピットは 7個深さは1 3cm～ 7 7cmを測る。東壁からlm内外に深さ 5 cm前後の溝が、 Plか

ら南壁にかけてみられる。遺物は、 1・ 2の土師器甕、4の鉢、3の高郷がある。3の脚部外面はヘラミガ

キ、lTh部内面黒色処理される。脚部端部は面取りされ端部中央に浅い凹線が巡る。6世紀代であろう。

H46号住居址  Iく 。け-4・ 5 Grで検出された。規模は検出北壁2.6m・ 検出西壁2.8m、 壁高は 9 cmを

預Iる。カマ ド等付属施設は検出範囲にはない。床は軟弱で平坦であった。出土遺物は拓影図 1・ 2の弥

生土器と弥生土器小片 2点のみである。 1の 口唇部・口縁部に縄文が施文される。帰属時期不明。

H47号住居址 Ⅲえ。お 1～ 3Grで検出され、H50・ Ta14・ D21・ D22・ D24・ D25・ D26・ D37・ D38・

P152・ P153・ P155・ P157～ P159。 P161・ P164・ P166・ P169・ P180に切られる。規模イま北壁6.8

m・ 検出東壁3.4m残存西壁1.96m壁高は8 7cmを 測る。主軸方位はN-6° ―Wを示す。カマ ドは北壁の

中央に粘土と石により構築され、多くをD22に破壊されていた。ピットは13個 P卜 P2は主柱穴で P

lの柱痕は径30cm、 P2覆土上部には4個の礫がみられた。方形に配されるP8～ P llの 内側には、40cm

前後の礫が床に接して置かれていた。 P2か ら西壁に間仕切り溝がある。西壁と北壁に壁溝が確認さ

れた。床は平坦で堅い。遺物は、土師器杯 (1～ 15)・ 鉢 (19・ 21・ 22)。 高杯 (16～ 18)。 甕 (23～ 27)、

須恵器蓋20、 鎌 52、 編み物石44・ 45、 敲石46・ 47・ 49、 台石48、 滑石の石製模造品臼玉50が出土した。

弥生土器は混入である。杯は須恵器杯蓋模倣の 2・ 5・ 8・ 1卜 12・ 14、 須恵器杯身模倣の 7、 丸底から

長い口縁部が内弯気味に外傾し内面底部と口縁部境に凹線を有す 15、 平底で日縁端部が短 く内傾する

13、 平底と外傾する日縁部の境に段を有し内面底部と口縁部境に凹線を有す 10、 浅い半球状の底部で

日縁部が短く内弯し端部が直立気味の1・ 3、 浅い半球状の底部で日縁部が短く内傾する3・ 4・ 9がある。

1・ 2・ 4・ 7・ 8～ 15は内面黒色処理される。高年は杯部外面に稜がある16、 半球状のlTh部内面に凹線

がある17、 半球状の郷部で口縁部が短く内傾する18がある。いづれも内面黒色処理され、イ部内外面

・脚部外面がヘラミガキ。20の天丼部は回転ヘラケズリ。遺物より本址は7世紀代に位置づけられる。

H48号住居址 Ⅱえ-8・ 9Grで検出されH45を切りTa4・ P lll・ P120・ P198。 P194・ P200・ P207
に切 られる。H51と の重複関係は判然としない。規模は残存南壁4.8m・ 検出西壁2.lm、 壁高は22cm
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を測る。カマ ドは検出範囲にはない。ピットは 6個検出され、主柱穴 Plの柱痕は径20cm。 薄い床は

堅く平坦である。遺物は、土師器内斜口縁のtTN(2)。 内面黒色処理される鉢 (1)が ある。弥生土器

・黒曜石の石核は混入である。不確実ではあるが、 6世紀代であろう。

H49号住居址 Ⅲえ。お-4 Grで検出された。M8・ M9に切 られ、西側大半をグランド排水桝・攪乱

等で破壊され、残存西壁1.6m・ 壁高は 3 cmを測る。西壁に壁清が巡る。確認された床は平坦で堅い。

床下の掘方がない。赤彩された弥生土器・土師器・須恵器小片が 9片みられたが帰属時期不明である。

H50号・ H51号住居址 Ⅱえ。お-9。 10Gr、 Шえ。お 1l Grで 検出されTa3と重複し、表土浅く農道

下で残存状態が悪い。Ta3・ Ta4・ D32・ P199・ P238に 切 られ、H45・ H47を切る。H48よ り新 しい

とみられる。H50が H51を切る。両址ともカマ ド・炉址は検出範囲にはない。床面堅くない。H50の

規模は北壁 5。2m検出東壁2.92m検出西壁1,76m、 壁高は1 2cmを測る。床面は壁際がやや高い。ピット

は 5個検出された。H51の規模は推定北壁 5。2m推定東壁4.4m残存西壁0.8m、 壁高18cmを 測る。床面

は壁際がやや高い。ピットは12基検出され、 Pl・ P2は溝を持つ。出土遺物無く帰属時期不明である。

第 1表 竪穴住居址一覧表 (1) (残存長)(検出長)(cm)
遺構名 検出位置 北壁長 南壁長 東壁長 西壁長 壁 高

と瓢万位長 カマド

Hl Ⅶい■・2 (186) (156) 19 N■ 6°
‐E 132x22x47 P244x36x36 PS 24x22x61 P4 26x16x38 H3H4Ⅲ lに t/1ら れる。

H2 (524) N35° ‐E Pl 108xく 50)x60P264xく 40〉x70 柱痕 16cm H15に切られ、H16を 切る 7C代

H3
イJめ Ⅲ

(210〉 E Hl・ HH.H14を切る。9C前半

H4 (230〉 (224〉 (190〉 P172x48x66 P276x60x80 P340x28x72 P480x40x54 I P13に 切られ、Hlを 切る。6C後 半

■ 5
Vい ■0

く500〉 く190〉 N14° ―W ヒ

“ P150x44x65 P2〈 66〉 x(20〉 x60 117を 切る。6C後半

H6 Ⅵい。う 8 P196x(50〉 x25
,C終 半～ 7C前半

H8 Ⅱう。tゝ 5 (84〉 18 N20° ,V
う188～ P190に 切 られる。

Hll ⅥあⅢヽ
23 11 P644x44x43P724x22x18P834x80x36P944x30x24P1054x36x37

Pl128x28x84 P1226x26x13 P1336x20x17 P1422x16x19 P1522x20x

■3H14H15H16P164に 切られる

体生時代中期後半「栗林式」期

H12 Vあ Ⅲ‐
く220) (310) N7° ―W '14bx4∪ xbυ 任巖 ZZCnI PZb∪ X44xrイ 任狼 3∪Cna P33υxzbxl

H13 Vい 9■ 0 く70〉 く150, N■ 5°  E
ヒ

“
)140x30x56

'C後
半

H14 狙あⅢゝ 3 N■ 6°
‐W ■ 30x22x64柱痕 20cm P2 26x26x72柱 痕 20cm

H15 lIあ `ヤ ■4 (300〉 50 H2・ Hll・ H14・ H16を 切る。 9C後半

H16 '186x56x22 P228x22x44 P370x60x46 P460x58x30

(270〉 (100〉 (450〉 N■ 0°

ヒ

実
'156x44x60 P268x48x64 P876x― x80 P460x60x56
)5 80x x52 P6 44x32x31  祥雇 28cm

■5に切 られ、 H18を 切 る。

H18 ⅥあⅢ
N20° ―E

壁

り

北

狂
)130x30x70 P230x26x80 H17に切 られる。

H19 Vあ Ⅲ
340 24 H12H20を 切る。 7C代

H20 (190) N‐ 3°
‐W P150x40x58 P260x38x62

体生時代後期後半「箱清水期 1終末

H21 (220) P180x44x48 5C終辛

H22 380 〈320〉 (100〉 N35° ‐W 中央 P148x40x32柱 痕 20cm P2 24x24x41柱痕 20cm P3 38x3042柱 痕 28 cII

H23 Vい 34 (186) N25° ‐W 壁
り

北
よ

P128x26x50 P246x40x78
■25■26 HZγ に切られる。
休t時代中期終半「要IIflltR

H24 Vい  う 〔 (36→ (280〉 N‐ 6°
―W ヒ

薬

P28'P52に 切 られ 、■25を 切 る。

H25 Vい う
く180〉 N4° ‐W P160x44x39P266x54x36P336x26x32  柱痕 24cm SC前半

H26 Vい つ 3 〈414〉 (196〉 N8°  E
ヒ

ｈ
P146x38x64P250x x69  柱痕 16cm 7C代

H28 Ⅳう 9■ 0 N■ 2°
‐W ヒ

“

1102x62x64 P2100x x60 P370x50x55 P440x30x88 P560x30x91 P636x32x84 ■30H31を 切る。

H30
い

ヽ
(900〉 (470〉

P140x30x64 P2102x90x89 P352x34x13 P434x20xll P5 30x24x10

H32 Iこ 45 (310〉 10 N■ 0° W
し

“ P160x54x24 P232x26x22 P192に 切られる。 8C後半

H33 Iけ こ 5
〈130) く120) く370〉 16 N■ 5▽ W 中央

180x60x48 P270x54x68 P356x50x62 P450x40x80 P550x36x54 ■32 Ta8'P138Pユ 92に切られる。

H34 「Tい う
140

P140x32x65 P270x60x72 P3160x90x29 P430x26x86
8C後半

H35 「Tう 。え―
(104) (120) く4921

Pl l10x80x74 P2-x― x92P380x― x73P436x86x30P528x26x47P666x50xユ
P774x70x16P854x46x18P924x20x7P1034x24x9Pl1 70x56x27

Ta2・ D6・ D18に切られる。8C後半

H36 Ⅳう 6ヤ 〈72) N■ 8°
―W 中央

H38 Ⅲえ 89 10 N■ 3°
―E 中央 P16x42x47 P236x30x40 P344x40x18

H48,D8,D10,M8,P89P90～ P93に切

られる弥生時代中期後半「栗林式J期

H39 (72〉 (140〉 37 H41を切る。8C代

H40 Ⅳう え 4 (240〉 19 N40° ‐E
P134x30x42 P242x40x56 P354x42x28 P436x20x43 P514x14x12

十時代中期猪半「菜林式 1期
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主構名 検出位置 北壁長 南壁長 煮壁長 目壁損 壁高
恒

位
×
炉

偏    考

H41
7・ 8

N■ 3°
―W ヒ

英
)14x50x59P270x54x56P350x40x16+礎

石
142・ M8を切る. 7C代

H42 N6° ■ 中央 )150x46x56 P256x44x38 P380x60x69
ム生時代中期後半「粟林式1期

H43 正え 9■ 0 (174) ｈ
欧

H44 Ⅱえ 5 27

H45 お 8
E630x28x49 P736x30x13

H46 Iく け 4

Ⅱえ お■

260

680

(292〉

(340)

280

(196)

9

37 N6° ‐W 」
英

H47 P632x24x22P7140x96x76P842x14x21P940ュ 争x17P1020x‐ x20
Pl1 40x32x3 P12 50x44x31 P!∩ 32x20x2R

D38P152P153P155P157～ P159P161

H48 Ⅱえ 89 Pl γOX4じ x4b PZ Z3xZ4x15 P3 30x24x15 P4 21x‐ x8 P544x40x19 H45を 切り、Ta4 Plll P120,P198

H50 Ⅱえ。お 9
520 12 時期不明

H51
え

お (520) (440)

P132x― xZtt PZ ZOXZ4X8 P3 0∪ x50X65 P440x36x32 P570x56x83
P624x20x48 P726x20x12 P862x60x41 P9判 4x40x52 P10 50XⅨ 18 時1/3不 明

第 2表 堅六住居址一覧表 (2) (残存長)(検 出長)(cm)

2.竪穴状遺構

Tal号竪穴状遺構 Ⅳう。え-5・ 6 Grにある。H87・ H40。 D14を切る。D12と の新旧は不明確。規

模は検出東壁4.76m・検出西壁4.8m、 壁高は58cmを 測 り、長軸方位は真北。ピット14個、主柱穴は壁

下 P4～ P6・ P10・ P14、 径30～ 44cmo P 6・ P10は東西に対峙しやや内傾。覆± 1～ 4層は灰・炭を

含む人為的な堆積である。 2層中の10～ 50cm超の多量な礫は床面に接する。 P2は深さ20cmで巻貝出

土。東壁にはテラスがある。床面やや軟弱で壁際に高い部分がある。遺物は青磁碗 (2点)龍泉・13C
(6・ 12)、 卸皿古瀬戸。13C(2)、 山茶碗捏鉢尾張・13C(17)、 白磁口剥碗 。中国13C後半～14C
前半 (13)、 かわらけ小皿・15～ 16C(6)、 土師質括鉢在地・15C(14・ 16)、 壺か甕中津川産。中世

(9)、 壺か甕常滑・中世 (7・ 10)、 火鉢在地 (4・ 5)、 橋鉢と徳利前山・18C末～19C前半 (3・ 11)、

北宋銭 「政和通宝」。「紹聖元宝」、敲石 (22・ 24。 25)、 凹石(23)凸 I区から角釘 5点 (26～ 29・ 31)

と用途不明銅製品 (30)が出土した。須恵器 (1。 15。 18～ 20)。 前山焼と滑石の管玉 (21)は混入。時

期は、15～ 16世紀とみられる。

Ta2号竪穴状遺構 Ⅳう 1・ 2 Grに あり、H35を切る。検出東壁1.24m・南壁4.2m。検出西壁1,12m、

壁高64cmを 測る。ピットは床下から5個、深さは16～ 37cm。 中央床下の方形凹み上面に、40cm範囲・

厚さ 5 cmの 火床とみられる炭の堆積があった。遺物は、かわらけ小皿。15～ 16C(6)、 卸皿古瀬戸・

13C(3)、 壺か甕常滑。中世 (2・ 4)、 北宋銭 「元豊通宝」(27)、 敲石 (21)、 磨石 (20。 23～ 25)、 軽石

製品 (22)、 角釘 (26)が出土した。弥生土器・土師器・須恵器は混入。時期は、15～ 16世紀とみられる。

Ta3号竪穴状遺構 Ⅱえ。お-9。 10Grにあり、H50・ H51・ Ta4・ D32を切りD30に切 られる。北壁

3.Om・検出東壁4.64m・ 検出西壁2.96m壁高は20cmを測り、長軸方位はN12° ―Wを示す。ピットは 7

個、壁に近いPl・ P2・ P4,P6は柱穴であろうか。床面はそうじて堅いが薄い。壁際がやや高めであ

る。北壁か ら50cm内側と西壁際に10～ 50cm大の石列が確認された。礫は床面に接している。安山岩

が主で黒曜石・黒色多孔質安山岩もある。遺物は、土鍋。15～ 16C(1)、 壺か甕常滑・中世、不明陶器

(3)、 台石 (4・ 6)、 凹石 (5)が出土した。弥生土器は混入。本址の時期は、15～ 16世紀とみられる。

Ta4号翌穴状遺構 Ⅱえ。お-9 Grに あり、H45・ 48・ H51を切りTa3に切 られる。規模は検出北壁

3.Om。東壁2.2m・ 検出北壁2.5m、 壁高は12cmを測 り、長軸方位はN-65° 一Eを示す。全体に堅く締ま

る。遺物は、土鍋。15～ 16C(1)、 壼か甕常滑。中世、不明陶器 (3)、 台石 (4・ 6)、 凹石 (5)が出

土した。弥生土器は混入である。本址の時期は、15～ 16世紀とみられる。

Ta5号竪穴状遺構 Vあ 。い-5 Grに あり、西部を攪乱される。規模は北壁2.3m。 残存東壁2.Om。 残

存南壁2.2m。 西壁2.5m、 壁高は2 1cm、 長軸方位 N25° ―Wを示す。床は平坦で軟弱。遺物は、かわら

け小皿。香炉 (15～ 16C)が 出土した。本址の時期は、15～ 16世紀とみられる。

Ta6号竪穴状遺構―Ⅱお-7 Grに ありTa7を切 り、東北壁に攪乱。規模は残存北壁2.Om検 出東壁

0.4m検出西壁0。32m壁高は20cmを測る。遺物は壺か甕常滑。中世があり、本址の時期も概ね当該期か。
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Ta7号竪穴状遺構 Ⅱお 6 Grに あり、Ta6に切られ、D43を切る。残存北壁1.8m検出東壁 1。な4m、

壁高16cmを 測る。出土遺物なく時期は明確でないが、重複関係からTa6(中世)以前である。

Ta8号竪穴状遺構 Ⅱあ-5・ 6 Grに あり、D34に切られH33・ Ta9を切る。北壁 1.34m。 東壁2.3m・

検出南壁 1.34m、 壁高は50cmを 測る。床は軟弱で北側がやや高い。遺物は壺か甕常滑・中世 (3)、 土

鍋。15～ 16C(1)、 混入の打製石斧、須恵器、弥生土器がある。時期は、 15～ 16世紀とみられる。

Ta9号竪穴状遺構 Ⅱあ-5。 6 Grにあり、 Ta8・ D34に切 られる。規模は残存南壁1.8m壁高30cm

を測る。覆土は人為的堆積。床面は平坦で堅いが薄い。遺物皆無だが、Ta8(15～ 16C)以前である。

Ta10号竪穴状遺構 Шえ。お-5。 6 Grに あり、Ta12・ M8を切る。規模は北壁2.3m検出東壁1.Om検

出西壁 0。 86m、 壁高54cmを 測る。床面中央が堅く締まる。遺物は古墳時代後期の土師器鉢があるが、

時期の特定はできない。本址。周囲の遺構の状況から、中世の所産であろうか。

Tall号竪穴状遺構 Шお-4 Grに あり、Ta12を切る。大半が調査区域外。攪乱で破壊されているが、

土層断面や周囲の遺構状況から竪穴状遺構とした。残存北壁 1.14m壁高56cmを 測る。磨石。石鏃は本

址に伴わない。時期はTaloと 同様に本址。周囲の遺構の状況から、中世の所産であろうか。

Ta12号竪穴状遺構 Ⅲえ。お-4 Grに あり、を切 りTa10・ Ta12に切 られる。北壁3.54m残存東壁

0。9m壁高50cmを測る。床面は薄く堅い。遺物皆無だが、 Ta10・ Ta12同様に中世であろう。

Ta13号竪穴状遺構 Ⅲえ-7・ 8 Grで検出されHl・ M8を切る。北壁1.86m検出東壁2.2m検出西壁

1.98m壁高20cm、 長軸方位はN-5° 一Eを示す。床面は薄く堅い。遺物は角釘 2点が出土した。本址・

周囲の遺構の状況から、曖昧ではあるが中世の所産であろうか。

Ta14号竪穴1犬遺構 Ⅲえ。お-3 Grにあり、D39。 M8を切 りTa10・ Ta12に切られる。北壁3.54m

残存東壁 0。9m壁高50cm、 長軸方位はN-12° ―Eを示す。床面は薄く堅い。ピットは 5個長辺と平行に

Pl・ P3・ P5がある。北壁に2段の石積みが確認された。遺物は、内耳土鍋。15～ 16C(1)、 かわ らけ

小皿。15～ 16C(4・ 5)、 土師器碗。中世(3)と 混入の弥生土器がある。時期は、15～ 16世紀とみられる。

3.掘立柱建物址

Fl号掘立柱建物址 Ⅵい 10、 Ⅶい-l Grで検出され、Hl・ H4を切る。形態は 3間 × ?間の総柱式

で東西長5.4m東西柱間1.4～ 1.8m南北柱間1.8mを 測る。柱穴は径40～ 60cmの 円形で深さは30～ 65cm。

遺物は弥生中期土器。土師器・須恵器小片が出土。時期は、 6世紀後半のH4以降である。

F2号掘立柱建物址 Ⅵい-8。 9 Grで検出され、H6に きられる。深さ50cmの Plと深さ40cmの P2が
布掘状に連結される。古墳時代後期のH6と の重複関係から弥生中期土器と須恵器杯は、混入である。

F3号掘立柱建物址 Vあ 10、 Ⅵあ 10で検出された。掘立柱建物址としたが、周囲の状況から柱列

とみられる。柱間1,4m～ 1,6m、 柱穴は径64～ 80cmの 円形で深さは44cm前後。時期は不明である。

F4号掘立柱建物址 Vい。う-6 Grで検出された。南側の調査区域外に伸びるのか、柱列なのかは明確

でない。柱間1.6m、 柱穴は径50～ 80cmの 円形で、深さは調査区境界断面で64cm。 時期は不明である。

F5号掘立柱建物址 Vい -5・ 6 Grで出された。北側の調査区域外に伸びるのか、柱列なのかは明確

でない。柱間1.6m、 柱穴は径50～ 80cmの 円形で、深さは調査区境界断面で64cm。 時期は不明である。

F6号掘立柱建物址 Vい。う-l Grで検出された。M6を切 り。P66に切 られる。複数遺構の重複か

もしれない。不規則な並びであるが、 Pl・ P3・ P5。 P7・ P8・ P9。 P10～ 13・ P15を 組み合わせると

2間 × 3間の側柱式建物址となり、軸方位は真北を示す。桁行3.4m(Pl～ P12)梁行3.Om(Pl～
P5)、 桁行柱間0.6～ 0.8m梁行柱間1.1～ 1.8mを測る。柱穴は30～ 60cmの 円形と100cm× 60cmの精

円形で、深さも20～ 52cmと 不規則である。 P13と P15が布掘状に連結される。時期は遺物無く判然

としないが、 6世紀前半のH27・ 弥生後期のM5よ り新しい。

4.土坑

Dl号土坑 Ⅵあ-5 Grで検出され、M3に切られる。長軸長 116cm短軸長84cm壁 高20cm、 平面長方

形、断面逆梯形、長軸方位はN89° 一Wを示す。時期は、図示した高杯・台lTh甕から弥生時代後期であ
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1層 暗褐色土 (10YR3/3)

黄褐色 (10VR5/6)の 砂多量。
人為的埋土

2層 黒褐色土 (10YR2/2)
3層 黒褐色土 (10YR2/3)

9 
標
頁fiぢ

m 21m

D8

A （鑓

第67図

-78-



gど 2避免

趙ム.房

ヒ
の  7

e―¢
や ‐  8

゛

縛 浜13

1～ 6812～22(1:4)
7(113)

10■ 1(1:2)

D7
1層 黒褐色土 (10YR2/3)角 礫 (1～ 5cm)

含む。
2層 黒褐色土 (10YR2/3)白 色軽石少量

ローム少量
3層 黒褐色土 (10YR2/2)砂 のブロンク

含む。
4層  黒褐色土 (10YR2/3)礫 含む。廃絶

時埋土。
5層 ～7層 構築土。
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にぶい黄褐色土 (10YR4/3)自 色
軽石 と水性ロームが主。

黒褐色土 (10YR2/3)
黒褐色土 (10YR3/2)砂 の

帯状プロック含む。
にぶい黄橙色 (10YR6/3)の 砂 と

黒褐色土 (10YR2/3)を 斜めに
帯状に含む。砂が主。
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第68図 D7号土坑実沢I図及び出土遺物実測図
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小プロック少量。砂質土。
3層 暗褐色土 (10YR3/3)に ぶい黄橙色土 (10YR6/3)の

小ブロック・軽石・小礫少量。砂が主。
4層 暗褐色土 (10VR3/3)に ぶい黄橙色上 (10YR6/3)の

小プロック・軽石・小礫多量。砂が主。
3・ 4層  構築土。

黒褐色土 (10YR2/3)

秒の小プロック少量。
暗褐色土 (10YR3/3)

砂多量。

? 雪:郁
m 2ド

D16
1層 黒褐色土 (10YR2/3)
2層  暗褐色土 (10YR3/3)
3層 黒褐色土 (10VR2/2)
4層 黒褐色土 (10YR2/3)

褐色土 (10YR4/6)と
砂の小ブロック少量。

9   
標属

61説
絆
m  21m

D17

D19

A

♀ 住:。  1甲

黒褐色土 (10VR2/2)

噌褐色土 (10YR3/4)

砂多島
黒褐色土 (10YR3/2)

粘土ブロック合む。
黒褐色土 (10YR2/2)

砂・焼土小ブロック

含む。
1～6層  人為的lte。

第69図  D10・ D14・ D16。 D17・ D19号土坑実測図及び出土遺物実測図
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1層 黒褐色土 (10YR2/3)
炭化物少量。

2層  黒褐色土 (10YR2/3)
褐色土 (10YR4/6)と 砂の
小ブロック少量。
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D19
1層 黒褐色土 (10YR2/3)
2層  暗褐色土 (10YR3/3)

礫多量。人為的堆積。
3層  暗褐色土 (10YR3/4)

人為的堆積。
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黒褐色上 (10YR2/3)

砂ブロック少量。
黒褐色土 (10YR2/3)

砂ブロック斜めに

帯状に含む。
人為的堆積。

暗褐色土 (10YR3/3)
砂ブ ロック少量含む。
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第70図 D10号・D18号・D20号・D23号 。D24号土坑実沢I図及び出土遺物実測図
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1層 暗褐色土 (10YR3/3)

黄褐色土 (10YR5/8)の
砂ブロック含む。

2層  褐色土 (10YR4/4)
にぶい黄褐色の砂を
多量に合む。

1～2層  人為的堆積。
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1層  黒褐色土 (10YR2/3)
炭化物・砂少量。

2層  黒褐色土 (10YR2/2)
炭化物・砂少量。
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D22
1層 黒褐色上 (10YR2/3)
2層  暗褐色土 (10YR3/3)炭 ・焼土・灰の

帯状 (幅1～ 2cm)プ ロックを含む。
北壁か ら中央にかけて自色の灰を
斑状に含む。

3層 黒褐色土 (10YR3/1)焼 土・小プロック
を含む。

4層  黒褐色土 (10YR2/3)秒 少量。
5層 暗褐色土 (10YR3/4)砂 含む。

1～2層 人為的堆積。
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D27
1層  黒褐色土 (10YR2/3)

砂少量。
2層  暗褐色土 (10YR3/3)

砂少量。
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黒褐色土 (10YR2/3)
にぶい黄橙色 (10YR74)
の砂粒を含む。
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D26
1層 灰黄褐色土 (10VR4/2)

にぶい責橙色 (10YR74)
砂粒・ ローム含む。

2層 灰黄褐色土 (10YR4/2)
黒褐色土 (10YR3/2)の
粒子含む。

3層 灰黄褐色土 (10YR4/2)
にぶい黄橙色 (10YR74)
ローム粒子含む。

1～ 3層 人為的堆積。
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第71図  D21号・D22号・D25号・D26号・D27号・D30号 。D34号土坑実測図及び出土遺物実測図

黒褐色土 (10YR2/3)

炭化物少量
暗褐色土 (10YR3/4)

砂が主。炭化物少量。

暗褐色土 (10YR3/3)

黒褐色土 (10YR2/2)

粘質強。炭化物少量。
灰 と炭化物。
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1層 黒褐色土 (10YR2/3)
下部に砂ブロック
含む。
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1層 黒褐色土 (10YR2/2)

にぶい黄桂色 (10YR6/4)の
砂をレンズ状に含む。
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1層 黒褐色土 (10YR2/3)

砂ブロック少量含む。
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第72図 D32号・D33号・D35号・
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1層  にぶい責橙色土 (10YR5/3)
砂粒含む。

2層  にぶい黄橙色土 (loY7/4)
砂粒が主。

?堅 謎m争

黒
倫
贔

●

D42
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砂を多く含む。
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D37号・D38号・D39号・D40号・D41号・ D42号 。D43号土坑及び出土遺物実測図
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ろう。

D3号土坑 Ⅳい-8 Grで検出され、Mlに切られる。東西長100cm検出南北長44cm壁高60cm、 断面

逆梯形の形態である。時期は、古墳時代後期Mlよ り以前である。

D4号土坑 Vう -2 Gr検出され、M5を切る。検出長軸長92cm短軸長72cm壁高は13cm、 長軸方位は

真北を示す。弥生中期土器。平安時代土師器。須恵器小片、馬の自歯が出土したが、時期は不明である。

D5号土坑 Ⅳう 10Grで検出され、H30。 31を切る。長軸長124cm短軸長80cm壁高41cm、 平面楕円

形、断面逆梯形、西寄りにピット1個を有す。長軸方位はN88° ―Wを示す。遺物は土師器鉢・弥生中

期壺があり、時期は古墳時代後期以降であろう。

D6号土坑 Ⅳえ-l Gr検出され、H35を切る。長軸長240cm短軸長216cm壁高88cm、 平面円形、断

面稜を持つ逆梯形。長軸方位はN45° ―Wを示す。覆土は人為的埋土で、 lm超の大礫と 5～ 1 0cmの

礫が多量にみられた。遺物は弥生中期・須恵器・土師器小片、敲石 。台石、角釘がある。時期は不明で

ある。

D7号土坑 Ⅳい。う-7・ 8Grで検出され、H30。 H34・ H36・ D40を切っていて本址が一番新しい。

東西長628cm、 検出南北長280cm検出壁高は290cmを 測り、西側に張り出し部を持つ。軸方位は真北を

示す。平面方形気味、断面テラスを有する逆梯形である。本址は井戸であり、 2～ 4層が井戸使用面

である。井戸枠はみられなかったが、テラス面から下部の一辺80mで方形の掘方が井戸枠の規模と思

われる。 5～ 8層が井戸掘方の埋土である。北側が調査区外に伸び地山軟弱で危険なため、底面には

至っていない。遺物は、弥生中期土器・土師器。須恵器、青磁碗龍泉。13C(4)、 壷か甕常滑。中世 (1)、

碗瀬戸美濃・近世 (3)、 不明陶器 (2)、 剥片、鉄釘があるが、時期の特定は難しい。

D8号土坑 Ⅲう-8・ 9 Grで検出され、P85を切る。東西長180cm検 出南北長186cm壁 高22cm、 断面

逆梯形の形態である。軸方位はN-2° ―Wを示す。遺物は、弥生中期土器、須恵器小片、壺か甕常滑・

15Cがあるが、本址の時期は、15世紀である。

D10号土坑 Ⅲう 10Grで検出され、H38・ H43を切る。長軸長460cm短軸長434cm検 出壁高320

cm、 平面円形、断面逆梯形の形態で、軸方位は真北を示す。本址は井戸であり、覆± 1・ 2層が井戸使

用面である。井戸枠は未検出、 2層下部は一辺 0。8mで方形の掘方が井戸枠の規模と思われる。 2～ 4

層が井戸掘方の埋上である。廃絶時に礫と共に掘方の埋± 2層が埋められたと見られる。地山軟弱で

危険なため、これ以上の掘り下げが危険なため、底面には至っていない。遺物は、陶器鉢在地 。15C

(1)、 須恵質土器鉢在地。13C(2)、 壺常滑・中世 (3)、 瓦質土器火鉢在地・時期不明 (5)、 甕珠洲。

18C前半 (6)、 鉄瓶 (12)、 角釘 (7・ 8。 10)、 鎌 (9)、 台石 (11)、 弥生土器、土師器、須恵器があ

る。12の鉄瓶 (巻頭図版)は、井戸枠内の検出面下50cmか ら出土した。三足手取釜といわれ16世紀

中頃には、茶の湯の釜として認識されていたという。本址の時期は、15世紀である。

D12号土坑 (第 61・ 62図 )Ⅳ う。え-6 Grで検出され、Talの付属なのか、重複していたのか不明で

ある。検出長軸長 11 0cm短軸長80cm壁高 19cm、 平面精円形、断面逆梯形の形態で、長軸方位はN-2
°一Eを示す。遺物は、第62図 31の角釘と骨片 (人骨 ?)が出土した。

D13号土坑 Ⅳう-4 Grで 検出され、H37・ H40を切る。東西長148cm検出南北長72cm壁高64cm、 断

面逆梯形。遺物は、土師器壺、須恵器・弥生土器小片が出上した。時期は古墳時代後期以降であろう。

D14号土坑 Ⅳう-5 Grで 検出され、Talに切られH37を切る。検出長軸長120cm短 軸長110cm壁 高

76cm、 平面形精円形、テラスを有す断面逆梯形の形態である。長軸方位はN-20° ―Wを示す。覆± 1

～6層は人為的埋土。遺物は、土師器鉢が出土した。時期は古墳時代後期以降15～ 16世紀以前である。

D16号土坑 Ⅲえ-2・ 3 Grで検出され、D17・ M8を切る。検出東西長172cm検出南北長112cm壁高

48cm、 断面逆梯形。遺物は卸皿古瀬戸・13C、 弥生土器・須恵器。土師器片が出土した。時期は、13世

紀である。

D17号土坑 Ⅲえ-3 Grで検出され、D16に切られる。残存東西長184cm検出南北長86cm壁 高30cm、

平面円形、断面逆梯形の形態である。時期は13世紀のD16以前である。

D18号土坑 Ⅳえ-2 Grで 検出され、H35を切る。東西長144cm検出南北長136cm壁 高88cm、 平面円
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形、断面逆梯形の形態である。長軸方位はN-25° 一Wを示す。覆± 1・ 2層は人為的埋土である。時期

は、角釘が出上しているが、不明である。

D19号土坑 Ⅲお-3 Grで検出され、Ta14・ D37・ M9を切る。検出東西長132cm検 出南北長64cm壁

高86cm、 断面逆梯形の形態である。覆± 2・ 3層は、礫を多量に含む人為的な埋土である。弥生土器・

土師器片があるが、時期は不明である。

D20号土坑 Ⅲえ-5 Grで検出され、H44に切られる。検出東西長98cm南北長92cm壁高27cm、 平面円

形、断面逆梯形の形態である。主軸方位はN-77° 一Wを示す。時期は不明である

D21号土坑 Ⅲえ。お-2・ 3 Grで検出され、 Ta14・ D87に切 られ、H47・ D38を切る。残存東西長

174cm南 北長220cm壁 高26cm、 断面逆梯形の形態である。遺物は平碗古瀬戸。15C(1・ 2)、 洪武通

宝、弥生土器・土師器・須恵器がある。時期は15世紀である。

D22号土坑 Ⅲえ-2 Grで検出され、H47を切る。東西長 160cm検出南北長160cm壁 高30cm、 平面方

形、断面逆梯形の形態である。 2層は礫・灰・炭・焼土を多量に含む、 1・ 2層は人為的な埋土である。

台石 (1)、 凹石 (2)、 弥生土器・土師器片があるが、時期は不明である。

D23号土坑 Ⅲえ-l Grで検出され、D27・ P157を切る。検出東西長100cm検出南北長70cm壁高は

70cm、 断面逆梯形の形態である。軸方位はN30° ―Wを示す。覆± 2層は人為的な埋土である。遺物

は壺か甕常滑・中世、弥生土器・土師器・須恵器がある。時期は中世である。

D24号土坑 Ⅲお-l Grで検出され、H47・ D26を切る。長軸長120cm残存短軸長80cm壁高は19cm、

平面楕円形、断面逆梯形の形態である。長軸方位はEを示す。遺物は皇宋通宝、石皿、内耳土鍋片、

弥生土器片が出土した。時期は中世である。

D25号土坑 Ⅲえ-l Grで検出、H47・ H50・ P154を 切る東西長200cm南北長200cm壁高は36cm、 平

面方形、断面逆梯形の形態である。主軸方位はN20° 一Wを示す。覆±1～5層は人為的埋土で、5層は

炭と灰が主。遺物は、内耳土鍋片、弥生土器片、土師器・須恵器片等が出土した。時期は中世である。

D26号土坑 Ⅲお-l Grで検出され、D24に切られ、H47を 切る。東西長120cm検 出南北長 186cm壁

高は40cm、 平面精円形 ?断面逆梯形の形態である。軸方位はNを示す。覆± 1～ 3層は人為的埋土で

である。遺物は、内耳土鍋片、鎌、弥生土器片、土師器が出土した。時期は中世である。

D27号土坑 Ⅲえ-l Grで検出されD23に切られP160を切る。東西長136cm検出南北長90cm壁高は

36cm断面逆梯形、軸方位はN-25° ―W。 遺物は、弥生土器・土師器小片が出土した。時期は中世以前で

ある。

D30号土坑 Ⅱお-9。 10Grで検出され、Ta3を切る。東西長164cm検出南北長160cm壁 高は66cmを

測る。テラスを有する。遺物はなく、時期は不明である。

D32号土坑 Ⅱえ 10・ Ⅲえ-l Grで 検出、Ta3・ D25に切られ、H51を切る。東西長240cm検出南北

長160cm壁 高は40cm、 軸方位はN-2C―W、 平面方形 ?断面逆梯形の形態である。6個のピットは本址

に伴うか不明確。遺物は、大中通宝、内耳土鍋片、弥生土器・土師器片が出上した。時期は中世である。

D33号土坑 Ⅱお-6 Grで検出されれ東西長144cm南北長 122cm壁高は22cm、 平面長方形、断面逆梯

形、主軸方位はN-22° ―Wを示す。遺物は弥生土器小片で、本址の時期は不明である

D34号土坑 Ⅱあ-5 Grで検出され、 Ta8・ Ta9を切る。長軸長 176cm短軸長156cm壁高は32cm、

平面長方形、断面逆梯形、主軸方位はN-70° 一Eを示す。遺物は、内耳土鍋片、土師器・須恵器片が出

土した。時期は中世である。

D35号土坑 Ⅱう。え 6Gr検出され、長軸長128cm短軸長l12cm壁高は34cm、 平面円形、断面逆梯形。

長軸方位はN-72° ―Wを示す。遺物は、壷・甕・鉢で、本址の時期は弥生時代中期後半栗林期である。

D37号土坑 Ⅲえ。お-3 Grで検出されH47を切り、Ta14・ D19・ D21に切られる。D38と の関係は

把握できなかった。遺物なく遺構の依存状態も悪いが、時期は重複関係から15～ 16世紀である。

D38号土坑 Ⅲお-2 Grで検出、Ta14・ D19・ D21に切られ、H47を切る。残存東西長168cm検出南

北長60cm壁高は46cm、 断面逆梯形、ピット2個ある。開元通宝、角釘が出土し、時期は15～ 16世紀

である。
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D39号土坑 Ⅲえ-4・ 5 Grで検出され、Tall・ Ta12に切られる。残存東西長130cm南 北長174cm壁

高は48cm、 軸方位はN、 平面方形 ?断面逆梯形の形態である。遺物は弥生土器。須恵器。土師器小片で、

本址の時期は不明である。

D40号土坑 Ⅳい 。う-7 Grで検出され、D7に切られる。残存東西長64検出南北長112cm壁 高は24
cm、 断面逆梯形の形態である。遺物は、日縁部 「コ」の字の土師器武蔵甕 (1)、 須恵器lTN(2～ 4)、

2・ 3は底部回転糸切り、これらから本址は、 9世紀前半に位置づけられる。

D41号土坑 Ⅳい 。う-7 Grで検出された。東西長70cm検 出南北長66cm壁高は38cm、 平面方形、断

面逆梯形の形態である。遺物は皿前山・18世紀末～19世紀前半、弥生土器小片が出土、時期は近世末

である。

D42号土坑 Ⅲえ-7 Grで検出され、H41。 M8に切られる。長軸長76cm短軸長64cm壁 高は1 8cm、

平面精円形、断面逆梯形の形態である。主軸方位はN72° 一Eを示す。遺物は、弥生土器の赤彩され

た高杯(1)・ 壺・甕片が出土、時期は弥生時代後期。

D43号土坑 Ⅱお-6 Grで検出され、Ta7に切られる。検出東西長126検出南北長80cm壁高は32cm、

断面逆梯形。遺物はなく、時期は不明である。

第 3表 土坑一覧表    (残 存長) <検 出長>  cm
遺構名 検出位置 平面形 長軸方位

長

長

軸

西

長

東

短軸長

南北長
壁高 備 考 (重複 関係  出土遺物 )

Dl Ⅵあ 5 長方形 N-89°  一部′ M3に 切 られる。弥生時代後期の土器片

D2 P217に変更

D3 VIい 8 不 明 く44〉 Mlに 切 られ る

D4 Vう 2 長方形 N 13 M5を 切る。弥生中期土器、馬骨 (臼 歯)

D5 Ⅳう10 楕円形 N88° ―W H30・ H31を 切る。土師器 弥生中期土器

D6 Ⅳえ 1 円形 N45° ―W H35を 切る。弥生中期土器・土師器、敲石・台石、角釘

D7 Ⅳい。う7・ 8 不 明 N 〈616〉 く280〉 〈290〉
H30H3Ⅲ  H34・ D40を 切る。青磁 (13C)、 灰釉 ?、 鉄釉 (近世 )、 常滑 (15C)、 弥生中期土器

土師器・須恵器

D8 肛う8・ 9 不 明 N-2° ―W (136〉 P85を切る。常滑 (15C)、 弥生中期土器 ,須恵器

D9 欠番

D10 Ⅲ う 円形 N 〈320〉
H38・ H43を 切る。珠洲 (13C前 )、 須恵質 (13C)、 須慈器、瓦質、常滑 (中 世)、 鉄瓶、鎌、角釘、

弥生土器・須恵器、土師器

D 欠 番

D Ⅳう。え6 橋円形 N-2° ―E (110〉 Talと の重複関係不明。骨 (人 骨 ?)、 角釘

D 3 Ⅳう4 不 明 N76° ―W 〈72〉 H37・ H40を 切る。弥生土器・土師器・須恵器

D 4 Ⅳう5 不 明 N20° ―W (120〉 110 Talに 切 られ H37を 切 る。土師器鉢

D 5 Ta10に変更

D16 肛え 2・ 3 不 明 〈H2) D17,M8を 切る。古瀬戸 (13C)、 弥生土器・土師器・須恵器

D17 Ⅲえ3 円形 D16に 切 られ M8を 切 る。

D18 Ⅳえ 2 円形 N25° 一部′ (136〉 H35を 切 る。角釘

D19 Ⅲお 3 不 明 Ta14・ D37M9を 切る。

D20 Ⅲえ 5 円形 N77° ―都「 〈92) H44に 切 られ る。

D21 Ⅲえ。お 2・ 3 長方形 N Ta14・ D37に切 られ、H47・ D38を切る。古瀬戸 (15C前 )、 洪武通宝、弥生土器・土師器・須恵器

D22 Ⅲえ 2 方形 N ①20×4 ②32× 92 H47を 切る。台石・凹石、弥生土器・土師器

D23 Ⅲ え 不 明 N30° ―W 〈70〉 D27・ P157を切る。常滑 (中 世 )、 弥生土器・土師器・須恵器

D24 Ⅲお 楕円形 E H47・ D26を 切る。内耳土鍋、皇宋通宝、石皿、弥生土器

D25 Ⅲ え 方形 N20° ―W H47・ H50を 切る。内耳土鍋、弥生土器・土師器・須恵器

D26 Ⅲお 不 明 N <120> 132 8 D24に 切 られ、H47を 切る。内耳土鍋、鎌、弥生土器・土師器

D27 Ⅲ え 不 明 N25° ―W 136 <68> 10 D23に 切 られ、P160を切 る。弥生土器・ 土師器

D28 境舌L

D29 Tallに変更

D30 Ⅱお 9。 10 不 明 <160> Ta3を 切る。テラスを有する。
D31 Ta12に変更

D32 Ⅲえ 1 方形 ? N2°  W7 <160>
①40・ 21② 16× 7③ 20× 10④ 24× 18⑤30× 10⑥ 32× 33 Ta3に 切られ、H51を切る。大中通宝、

内耳土鍋、弥生土器・土師器
D33 Ⅱお 6 長方形 N22° ―W t44 122 弥生土器

D34 Ⅱあ5 円形 N33° ―E Ta8・ Ta9を 切る。内耳土鍋、土師器・須恵器

D35 工うえ 6 円形 N-72° ―W 112 弥生土器

D36 Ta13に変更

D37 lllう お 3 不 明 24> <100> Ta14・ D19,D21に 切 られ、H47を 切 る。

D38 Ⅲお 2 不 明 (168) <60> ①36× 32② 28× 12 Ta14・ D19・ D21に 切 られ、H47を 切る。

開元通宝、角釘

D39 Ⅲえ 4・ 5 方形 ? N (130) <174> Tall・ Ta12に切 られる。弥生土器 土師器・須恵器

D40 Ⅳい。う7 不 明 <112> D7に 切られる。土師器・須恵器

Ⅳい・う6 方形 N7° ―W <66> 前山 (近 世 )、 弥生十界

D42 Ⅲえ 7 精 円形 N72°  E H41に 切 られ る。弥生土器

D43 Iお 6 (126> <80> Ta7に切られる。
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第77図  M8号溝状遺構出土遺物実測図 (3)。 M9号溝状遺構実測図及び出土遺物実測図

5.溝状遺構

Ml号溝状遺構 Ⅵあ。い 8 Grで検出され、H6・ H7・ M2・ D3・ P llを切る。南北調査区域外に伸

び、検出長4.3m・ 幅 2m・深さ0.6m、 溝底中央と西側にテラスがある。中央テラス両側に、深さ 2～

1 5cmの溝状凹みがみられる。溝底は堅くない。弥生時代甕・片口鉢、赤彩の上製品(土師器 ?)、 円筒

埴輪、磨石・編み物石・台石、弥生時代中期土器片が出土。時期は重複関係から7世紀前半以降である。

M2号溝状遺構 Ⅵあ。い-8 Grで検出されMl・ P10に切 られH9を切る。南北調査区域外に伸び検

出長4.8m・ 幅3.2m・ 深さ1.7m、 断面は 「V」 に近い「U」 字形で溝底幅は狭い。遺物は下層の 5層か

ら弥生時代後期箱清水期(1の甕、 2の赤彩深鉢、 3の鉢. 4の甕、 5の高杯)、 上層の 2・ 3層から弥

生時代中期栗林期 (6の甕、 7・ 8の壺)や古墳時代の土師器 (9～ 12杯、13の 碗、14の高邦、 15の

鉢、16～ 20の甕)、 敲石・磨石・台石が出土した。粗いハケメ調整され、胴上部にヘラによる一条の

沈線がある17は、東海地方の宇田型甕の特徴を持つ。本址の時期は、弥生時代後期箱清水期であろう。
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M3号溝状遺構 Ⅵあ-3～ 5 Grで検出、Dl・ P216に 切られ、東西に伸び西側は調査区域外にある。

検出長8.Om・ 幅 0。 2～ 0.36m・深さ 5～ 13cm、 断面逆梯形、溝底は水平である。出土遺物無いが、時期

は重複する弥生時代後期のDl以前である。

M4号溝状遺構 F2へ 名称変更した。

M5号溝状遣構 Vい 。う一l・ 2 Grで検出、D4・ P29・ P30に切られ、M6を切る。南北調査区域外

に伸び、検出長4.7m・ 幅 0。 9～ 1.3m・ 深さ15～ 2 1cm、 断面 「U」 字形、溝底は水平である。弥生時代

中期と後期甕・壺小片、土師器・須恵器片が出土したが、時期は不明である。

M6号溝状遺構 Vい。う-1・ 2 Grで検出、H27・ F6・ M5・ P65。 P66に切られる。東側は調査区域

外、西側はH27に切られ、検出長7.76m・ 幅0.86～ 0,72m・ 深さ34～ 41cm、 断面逆梯形、溝底は水平。

弥生時代中期と後期甕・壺片多量、上層から土師器小片少量が出土した。時期は 6世紀のH27以前で

ある。

M7号溝状遺構 Ⅳう-3・ 4 Grに あり、近現代の畑境であった。

M8号溝状遺構 Ⅲえ-2～ 9 Grで検出、H41・ H44・ Ta3・ Ta10・ Ta12・ Ta14に切 られ、M9を切

る。D41と の新旧関係は不明瞭。南北調査区域外に伸びる。検出長22m。 幅2.08～ 2.8m・ 深さ1.42～

1.60m、 断面は 「V」 に近い「U」 字形で溝底幅は狭く、西方がやや低い。流水か ?最下層の 9層に

は、小円礫と砂層がみられた。遺物は下層の 5・ 8層から弥生時代後期箱清水期(9。 10の甕等)、 上層
の 1層から古墳時代の土師器 (17～ 21)・ 近世の磁器が出土した。本址の時期は弥生時代後期箱清水

期であろう。

M9号溝状遺構 Ⅲえ。お-3・ 4 Grで検出、 Ta14・ D19・ M8に切られ、H49を 切る。 2条の溝にも

見えるが、重複関係は明らかでない。岩村田高校グランドの排水溝以西Ta14以東には伸びない。検

出長4.3m・ 幅0.6～ 0.8m・ 深さ32～ 42cm、 断面は 「U」 字形で溝底は西方に緩 く傾斜する。遺物は弥

生時代中期と後期甕・壺片、上層から土師器小片が出土した。時期は弥生時代後期M8以前である。

6.ピット

ピットは227基が検出され、ほとんどが柱穴である。大半が中世竪穴状遺構・土坑周辺に位置する。

明確な建物址は、捉えられなかった。弥生時代中期・後期、古墳～平安時代土師器・須恵器、青磁、石

鏃、刀子等が出土した。F6に切られるP73か らは、弥生時代中期栗林期の壺が出土した。(第79図 )

丞ゑ2ω

2～ 6・ 8・ 9(1:4)  l oclll
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肇号 位 置
長径×

深さ
備  考 番号 位 暦

長径×

深さ
備   考

1 Ⅵい1 58× 50 OYR2/3H4を 切 る F Plへ名称変更 弥生土器・土師器 欠

2 Ⅵい1 45× 25 OYR2/3H4を 切るF P2へ名称変更 Ⅶい4 50X29 10YR2/3H14を切る 弥生土器・須恵器

3 Ⅶい1 48× 30 OYR2/3H4を 切るF P3へ名称変更 Vい 2 115× 48 M6を 切る

4 Ⅶい1 52× 27 OYR2/3H4を 切るF P6へ名称変更 いう 85× 41 M6・ F6P8を 切 る

5 60X40 OYR2/3H4を 切るF P7へ 名称変更 Vい う 115× 41 F6P8へ 名称変更

6 狂い1 63× 67 10YR2/3H4を 切る FlP8へ 名称変更 弥生土器・土師器 Vう 1 54× 40 F6P9へ 名称変更 弥生土器・土師器

7 狙い9 70× 32 弥生土器・土師器 Vい 1 28× 22 F6P7へ 名称変更

8 Ⅵい8 44× 37 土師器 70 Vい 1 25× 15 F6P6へ 名称変更

9 Ⅵい7 33× 25 弥生土器 Vい 1 38× 36

10 Ⅵい7 78× 34 弥生土器・土師器・須恵器 Vい 1 25× 24

11 Ⅵい7 50× 31 10YR3/3 Mlに切られる土師器
73 Vう 1 66× 18

① 10YR5/3② 10YR4/1③ 10YR2/3④10YR4/6F6Pllに 切 られ

2層か ら弥生中期壺出土12 欠

13 Ⅵい1( 4× 22 な生土器 Vう 4 65X16 H25・ H26に切 られ る

14 Ⅵい1 65× 86 F3P4へ 名称変更 弥生土器・土師器 43× 37 10YR3/3H26に切られる

15 Ⅵい1 77X39 F3P3へ 名称変更 弥生土器・土師器・石製円板・磨石 Vい 3 23× 32 H27に切 られ る

Vい 1( 70× 47 F3P2へ 名称変更 弥生土器 77 Vい 4 48× 32 H23P2へ 名称変更

17 Vい 1( 68× 49 F8Plへ 名称変更 弥生土器・土師器 欠

Vい 1( 60× 35
①10YR2/3② 10YR3/4(10YR4/6多量)H13を切る 弥生土器・土

師器・須恵器

Vう 7 37X34 10YR3/4弥 生土器

40× 60 10YR3/4弥 生土器・土師器

Ⅵい8 50× 28 10YR3/4(10YR4/6)土師器 Vう 7 57× 24 10YR2/3(砂 多量)弥生土器

Ⅵい8 40X21 10YR3/4(10YR4/6) Vい 6 55× 27 10YR2/3H22を 切 る F4P2へ 名称変更

Vい 7 65× 42 H20を切 る 弥生土器・土師器 Vい 6 55× 34 10YR2/3H22を切る F4Plへ 名称変更 弥生土器・土師器

37× 28 10YR2/3H21を 切る 弥生土器・土師器・須恵器 Vい 6 72X29 10YR3/4H22を切る弥生土器・土師器

Vい 6 58× 49 10YR2/3F5P3へ 名称変更 弥生土器 土師器 Ⅲう9 105× 29 10YR3/4H22を切る 弥生土器

55× 23 OYR2/3( YR5/6)P49を 切る Ⅳえ6 66× 19 10YR3/4弥 生土器・土師器

60× 38 OYR2/3( YR5/6)弥生土器・土師器 Ⅲえ9 50X9 10YR3/2H38を切る 弥生土器

V ざ6 50× 48 OYR2/3( YR5/6)F5P2へ 名称変更弥生土器・土師器 Ⅲえ9 50X18 10YR3/2H38P3へ 名称変更

Vい 6 50× 29 OYR2/3( OYR5/6)P28を 切る Ⅲえ9 47× 28 とOYR2/3H43に 切 られ、H38を切 る 弥生土器

Vい 5 75× 34 10YR2/3P27に 切られ, H24を切る ―×19 10YR2/3H38を切る

Vう 2 60× 28 M5を切る 10YR2/3(10YR5/6多量)弥生土器・土師器 28× 17 10YR2/3H38を切る

Vう 2 67× 36 M5を切る 10YR2/3(10YR5/6多量)弥生土器・土師器 72× 27 10YR2/3H38を切るH43に切られる

31 Vう 1 102× 36 ①10YR2/3② 10YR4/4(10YR5/6多量)F6P10へ名称変更 53X14 ЮYR2/3H38を 切る

Vう 1 50× 38
① 10YR2/3②10YR4/4(10YR5/6多量)柱痕 020cm F6PHへ名

称変更

24× 11 10YR2/2

30X38 10YR2/2

Vう 1 47× 30 ①10YR2/3② 10YR4/4(砂 多量)須恵器 Ⅱえ7 27× 22 10YR2/2

107× 40 ①10YR2/3② 10YR4/4(10YR5/6多量)F6P12へ名称変更 Ⅱお7 27× 20 10YR2/2(砂含む)

Vい 1 52X14 10YR2/3(10YR5/6多置藍) Ⅱお7 35× 10 10YR2/2(砂含む)

54× 36 ①10YR2/3②10YR4/4(10YR5/6)F6P2へ 名称変更 Ⅱえ7 42× 27 10YR2/1(下 部に砂 )

Vい 1 58× 40 10YR2/3(10YR5/6多量)F6P3へ 名称変更 圧え7 40× 29 10YR2/2

Vい 1 47× 31 ЮYR2/3F6P4へ 名称変更 21× 12 10YR2/2(炭 少量 )

Ⅵい8 57× 52 F2Plへ 名称変更 弥生土器・土師器・須恵器 Ⅱえ8 58X39 10YR2/1

Ⅵい9 88× 41 F2P2へ 名称変更 H6に 切 られ る 弥生土器・土師器 Ⅱえ8 20X17 10YR2/2

Vい 5 57× 55
①10YR2/3② 10YR3/3P48を 切るF5Plへ 名称変更 弥生土器

土師器

Ⅱえ8 22X16 10YR2/2

Ⅱえ8 22× 10 10YR2/2

44× 25 ①10YR2/3H21,P43を 切る土師器 32× 25 10YR2/2(砂 含む)H45を切る

Vい 7 68× 27 ①10YR2/3P42に 切られる弥生土器・土師器 30× 37 10YR2/2(砂含む)H45を切る

44 Vう 3 75× 36 10YR2/3(10YR5/6多量)弥生土器・土師器・須恵器 圧お8 30× 21 10YR2/2(砂 含む )

Vう 1 92X16 10YR2/3(10YR5/6多量)P65に 切 られる 弥生土器・土師器 Ⅱお8 42X37 10YR2/2(砂 含む)H45を切る

Vい 1 45× 21 10YR2/3(10YR5/6多量 )F6P5へ 名称変更 43× 20 10YR2/2(砂含む)H45を切る

Vい 1 38× 26 10YR4/4(10YR5/6多量) Ⅱお8 30× 21 10YR2/2(砂 含む)

Vい 5 50× 41 ①10YR2/3F5Plに 切られる土師器 Цお8 42× 37 10YR2/2(砂 含む)H45を切る

Vい 6 35× 28 ①10YR2/3P241こ 切られる 110 43× 20 OYR2/2(砂含む H45を切 る

Vう と 84× 41 10YR2/3F6P14へ名称変更 111 Ⅱえ1( 23× 25 10YR2/2(砂 含 む)H45・ Ta4を 切 る

Vう 1 55× 54 10YR2/3F6P13へ名称変更 112 25× 25 10YR2/2(砂含む)H45・ Ta4を 切 る

Vい 5 66X41 H24を切る 35× 26 ЮYR2/2(砂含む)H45,Ta4を 切る

Vい 5 62X26 10YR2/3H25を切る弥生土器・土師器 114 Ⅱお9 28× 31 10YR2/2(砂含む)H45を切る

Vい 3 87X30 10YR2/3H26を切る弥生土器・土師器 115 Iお 9 35× 16 10YR2/2H45P196を 切る弥生土器・内耳土鍋

欠 116 Ⅱお9 47× 17 10YR2/2(砂含む)H45を切る

Vい 1 68× 61 F6P15へ 名称変更 117 Ⅱえ9 40× 24 10YR2/2(砂含む H45・ Ta4を切る

Vい 1 64× 41 F6Plへ 名称変更 27× 29 10YR2/2(砂含む H45・ Ta4を切る

―×57 10YR2/3H26を 切 る 弥生土器・土師器。 119 34X27 10YR2/2(砂含む H45を 切る

Vい 3 55× ― 10YR2/3H26を切 る 弥生土器 土師器 27× 27 10YR2/2(砂含む)H48を切る

Vい 2 44× 一 10YR2/3(10YR5/6(砂 )H27を切る 30× 24 10YR2/2(砂含む)H48を切る

Ⅶい2 46× 28 D10YR2/2② 10YR3/4(砂多量)Hlを切るFlP4へ 名称変更 122 30× 20 H48P2へ 名称変更

Ⅶい2 46X17 D10YR2/2② 10YR3/4(砂多量)Hlを切るFlP5へ 名称変更 123 31× 19 10YR2/1(下 部 に砂 )

第 4表  ピットー覧表 (1) (cm)
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番弓 位 長径×

深さ

備   考 彗号 位 置 長径×

深さ

備  考

51× 32 10YR2/2(砂含む) 31× 37 OYR3/ H8を 切 る

50× 22 10YR2/2(砂  軽石含む) 38× 22 OYR3/ H8を 切る

29× 17 10YR2/2(砂 含む) 35× 13 OYR3/

127 35× 21 10YR2/2(砂含む) Iこ 5 44X16 OYR3/ H32を切る

久 38× 15 10YR3/2H38を切る

40× 27 10YR2/3 33× 不リ 10YR4/2H48を切る

40× 28 10YR2/3 欠

50× 29 10YR2/3 Ⅱえ9 28× 9 10YR4/2P■ 5に切られる

132 34× 16 10YR2/3 197 35× 35 10YR3/2

54× 21 10YR2/3 Ⅱえ1 35X47 10YR3/2土 師器 須恵器

56× 20 10YR2/2 54× 20 10YR3/2 Ta3を 切る

49× 20 10YR2/3 47× 32 10YR3/2H48を切る

33X17 10YR2/3 圧お8 47× 39 10YR3/2H45を 切る

137 Iく 5 41× 13 10YR2/3 欠

40× 18 10YR2/3H53を切る 46× 23 10YR3/2 Pl19に 切られ,P210を切る

28× 19 10YR2/2砂 を含む 25X18 10YR3/2

25× 9 10YR2/2 23× 25 10YR3/2

141 Ⅱえ7 22× 11 10YR2/2砂 を含む 80× 21 10YR3/2H45を切る

142 40X19 10YR2/2 37× 不明 10YR3/2H48を切る

143 45× 25 10YR2/2 欠

144 Ⅱえ6 86× 19 10YR2/2 欠

54× 28 10YR2/2 68× 26 10YR3/2 Pl19・ P203に切られる

欠 Ⅳう7 25× 13 H36を 切る

21× 6 10YR2/3 Ⅳう8 27× 12 H36を 切る

Iく 5 24× 9 10YR2/2 Ⅳう8 35× 45 H36を切 る

Ⅱお8 20 X ll 10YR2/2H45を切る Ⅳう7 25× 不リ H36を切る

Iお 8 20× 16 10YR2/2H45を 切る 215 Ⅵあ4 30× 16 H10を切 る

70× 16 10YR4/2土 師器 Ⅵあ4 42× 13 M3を切 る

42× 29 10YR5/3弥 生土器・土師器 217 69× 38 D2か ら名称変更

工え2 39× 28 10YR4/2D22に切 られる 土師器・台石 105× 29 D8ヤζ切られる

Ⅱえ1 40× 20 10YR4/2D25に切られる 24× 17 H42を切る

Ⅲお2 28× 24 10YR4/2 25X12 H42を切 る

42× 25 10Y降72弥生土器・土師器 Ⅵあ4 42X13 M3を切 る

40× 37 10YR5/3D23に 切られる 217 Ⅵあ4 69× 38 D2か ら名称変更

肛え2 28× 24 tOYR4/2 105× 29 D8に 切 られ る

32× 18 10YR4/2 24× 17 H42を切る

25× 41 10YR4/2D27に 切 られる 弥生土器・土師器 25× 12 H42を切る

Ⅲお2 32X7 10YR4/2 221 35× 13 H42を切 る

一た 34× 20 10YR4/2D221こ 切 られる 弥生土器・土師器 Ⅲえ6 24X14 H42を切る

27× 22 ЮYR4/2D22に 切られる Ⅱえ6 19× 19 H42を切 る

Ⅲお2 27× 27 10YR4/2 30X19 H42を切 る

57× 10 10YR4/2 弥生土器 225 39X14 H42を切る

35× 20 10YR4/2 226 28× 20 H42を切 る 弥生土器

33× 20 10YR4/2P172に 切られる 227 Iえ 6 34X15 H42を切る

Ⅲお2 40× 10 10YR4/2 18× 44 再42を 切 る

169 43× 13 10YR4/2 Ⅶい4 38× 31 H16を切 る

22× 10 10YR4/2(炭イビ物)D22を 切る Ⅳえ6 97× 48 ①10YR3/4② 10YR3/2D12に切られる

171 Ⅲお2 30× 23 10YR2/2 50X9 F4P3へ 名称変更

35× 27 10YR4/2P167を 切る 232 Ⅳう4 45× 22 H401こ 切られる

57× 33 10YR4/2P174に 切られ、P183を切る Ⅳう4 49× 33

174 38× 44 10YR3/2P173を 切る 欠

175 28X14 10YR3/2 35× 22 10YR2/1(10YR3/3多量)M8を切る

Ⅲえ2 28× 34 10YR4/2D21に切られる 26× 28 D10YR2/3② 10YR3/3H13を切る

177 Ⅲえ2 22X13 10YR4/2 50× 54 10YR2/3H43を切る

Iえ 2 35× 29 10YR4/2 44× 26 H51を 切る

52× 34 10YR3/2 25× 12 H42を 切る

37× 39 10YR3/2 Ⅳえ6 97× 48 010YR3/4② 10YR3/2D12に切られる

10YR3/2 肛え7 50× 9 F4P3へ 名称変更

182 10YR3/2P185を 切る Ⅳう4 45× 22 H40に切 られる

10YR4/2P1731こ 切られる Ⅳう4 49X33

10YR4/2P157に 切られP186を切る 欠

2 10YR3/2P182に 切られる 肛え5 35× 22 10YR2/1(10YR3/3多量)M8を切る

6 10YR4/2P184に 切られる Ⅳい1( 26× 28 の10YR2/3② 10YR3/3H13を切る

187 20X8 10YR2/2 Ta4を 切る Ⅱえ1( 50× 54 ЮYR2/3H43を 切る

27× 26 10YR3/1H8を切る 一た 44× 26 H51を切 る

第 5表  ピットー覧表 (2)
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第83図  グリッド出土及び表採遺物実測図 (4)

7.グ リッド出土・ 表採遺物

遺構外出土遺物には、弥生時代中期栗林式期・後期箱清水式期土器、土師器、須恵器、埴輪、青磁、

陶器、石器、鉄器、古銭がある。

1～ 54は弥生時代中期栗林式期。後期箱清水式期で、中期栗林式期が大半である。 1は人面付土器

の右顔部分である (人面部分ほぼ完形が50m北方の西一本柳遺跡 Iか ら出土)。 54は蓋、 55・ 56は土

製円板、57は土製紡錘車である。

須恵器は、59・ 62・ 63のハソウ、61の甑、甕・短頸壺がある。埴輪は65の 円筒埴輪、66・ 67の人物埴

輪の腕がある。

68は土鍋、 69・ 70。 92はかわらけである。青磁は龍泉窯産の73が碗13C、 74が輪花皿 13～ 14C、

中国産の75～77碗 15C前半がある。78は須恵質甕珠洲 13C、 79は須恵質括鉢在地13C後半。陶器は

中世の古瀬戸・常滑。中津川・中国産がある。近世は瀬戸美濃。伊万里・京焼。在地産。前山焼等がある。石

器・石製品は、敲石・磨石・砥石・台石・打製石鏃・磨製石鏃。打製石斧・二次加工ある剥片・磨製石鏃未製品

・石器原材、鉄器は刀子・角釘がある。古銭は永楽通宝がある。

8.まとめ

本調査の結果は、数多く調査されている周辺遺跡と同様に弥生時代中期～中世に及ぶ遺構 。遺物が

検出された。

多くの遺構の中で、溝状遺構が注目される。西一本柳遺跡Ⅲ・ⅣのMl、 西一本柳遺跡ⅦのMl、

西一本柳遺跡Ⅲ・ⅣのMl、 西一本柳遺跡ⅥのM2、 西一本柳遺跡XIの Ml、 西一本柳遺跡 XⅣの

M12と、本遺跡のM2・ M8号溝状遺構であり、弥生時代環濠の一部とみられる。第 2図でみると、

南北200m東西280mの精円形に結ばれそうである。いずれも弥生時代後期の土器が多量に出土して

いる。岩村田高校第 2グランドから国道141号バイパスにかけて展開する総面積 5万∬を超える弥生

時代後期の環濠である。(遺構・遺物の詳細な検証はなされていないが。)

これらの東方100mの位置にも各遺跡の調査結果を図上で復元すると、南北200m東西350mの精円

形になる溝状遺構が検出されている。北一本柳遺跡ⅢのMl、 西一本柳遺跡XⅨのMl、 東一本柳遺

跡ⅡのMl、 北一本柳遺跡ⅢのM26、 東大門遺跡のMl等で、弥生時代後期土器が主に出土している。

佐久地方の弥生時代環濠は、後家山遺跡 (弥生時代中期)、 和田上遺跡 (弥生時代後期)、 戸坂遺

跡 (弥生時代後期)、 西一里塚遺跡・餅田遺跡 (弥生時代後期)等で検出されている。

中世 (15世紀を中心とした)の竪穴状遺構・井戸址などの遺構が調査区東半部をから密集 して検出

され、陶磁器 。鉄器・古銭等が出土した。

井戸址 (D10号土坑)か ら出土した三足手取釜といわれる鉄瓶は、16世紀中頃にはこの形状のもの

が茶の湯の釜と認識されていたとされる。北隣の西一本柳遺跡XⅣでは、火鉢 。内耳土鍋 。かわ らけ

等の日常品と共に、漆製品や漆刷毛などを伴う漆工房関連と見 られる遺構群、青磁玉縁碗 。古瀬戸天

目茶碗・古瀬戸灰釉直縁鉢 。茶釜・茶臼などがみられる。同じ岩村田遺跡群の柳堂遺跡 。観音堂遺跡

から西一本柳遺跡一帯は、大井氏の城下町賑わい 「国府にまされり」と江戸時代の書物『四隣諄薮』

に表されている。
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